
3 令和2年度財務諸表 

以下、東海機構の令和2年度財務諸表を掲載している。 
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独立監査人の監査報告書 

 

令和３年６月 24 日 
 

国立大学法人東海国立大学機構 

機構長 松 尾 清 一 殿 

 

有限責任 あずさ監査法人 

名古屋事務所 

指定有限責任社員 

業 務 執 行 社 員 
公認会計士 鈴 木 賢 次 

指定有限責任社員 

業 務 執 行 社 員 
公認会計士 近 藤 繁 紀 

指定有限責任社員 

業 務 執 行 社 員 
公認会計士 内 田 宏 季 

 

＜財務諸表監査＞ 

監査意見 

当監査法人は、国立大学法人法第 35 条において準用する独立行政法人通則法（以下「準用通則

法」という。）第 39 条の規定に基づき、国立大学法人東海国立大学機構の令和２年４月１日から令

和３年３月 31 日までの第 17 期事業年度の財務諸表（利益の処分に関する書類（案）を除く。以下

同じ。）、すなわち、貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロー計算書、国立大学法人等業務実

施コスト計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細書（関連公益法人等の計算書類及び

事業報告書等に基づき記載している部分を除く。）について監査を行った。 

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる国立大学法人等

の会計の基準に準拠して、国立大学法人東海国立大学機構の財政状態、運営状況、キャッシュ・フ

ローの状況及び業務実施コストの状況を全ての重要な点において適正に表示しているものと認め

る。 

 

監査意見の根拠 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる国立大学法人等の監査の基準に準拠

して監査を行った。国立大学法人等の監査の基準における当監査法人の責任は、「財務諸表監査に

おける会計監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規

定に従って、国立大学法人から独立しており、また、会計監査人のその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

この基礎には、当監査法人が監査を実施した範囲においては、財務諸表に重要な虚偽の表示をもた

らす機構長又はその他の役員若しくは職員による不正及び誤謬並びに違法行為の存在は認められ

なかったとの事実を含んでいる。なお、当監査法人が実施した監査は、財務諸表の重要な虚偽の表

示の要因とならない機構長又はその他の役員若しくは職員による不正及び誤謬並びに違法行為の

有無について意見を述べるものではない。 
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財務諸表に対する機構長及び監事の責任 

機構長の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる国立大学法人等の会計の基準に準

拠して財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正及び誤謬並びに違法行為によ

る重要な虚偽の表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために機構長が必要と判断した内部

統制を整備及び運用することが含まれる。 

監事の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における国立大学法人の役員（監事を除く。）

の職務の執行を監視することにある。 

 

財務諸表監査における会計監査人の責任 

会計監査人の責任は、会計監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正及び

誤謬並びに違法行為による重要な虚偽の表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報

告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正及び

誤謬並びに違法行為により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意

思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。 

会計監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる国立大学法人等の監査の基準に従っ

て、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施

する。 

・ 不正及び誤謬並びに違法行為による重要な虚偽表示のリスクを識別し、評価する。また、重要

な虚偽表示のリスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は会計

監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。 

・ 財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、会計

監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査

に関連する内部統制を検討する。 

・ 機構長が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに機構長によって行われた会計上

の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。 

・ 財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる国立大学法人等

の会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを

評価する。 

・ 機構長又はその他の役員若しくは職員による不正及び誤謬並びに違法行為が財務諸表に重要

な虚偽の表示をもたらす要因となることに十分留意して計画し、監査を実施する。 

会計監査人は、監事に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し

た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び国立大学法人等の監査の基準で求

められているその他の事項について報告を行う。 

 

＜利益の処分に関する書類（案）、事業報告書（会計に関する部分に限る。）及び決算報告書に対す

る報告＞ 

会計監査人の報告 

当監査法人は、準用通則法第 39 条の規定に基づき、国立大学法人東海国立大学機構の令和２年

４月１日から令和３年３月 31 日までの第 17 期事業年度の利益の処分に関する書類（案）、事業報

告書（会計に関する部分に限る。）及び決算報告書について監査を行った。なお、事業報告書につい

て監査の対象とした会計に関する部分は、事業報告書に記載されている事項のうち、会計帳簿の記

録に基づく記載部分である。 

当監査法人の報告は次のとおりである。 

(1) 利益の処分に関する書類（案）は、法令に適合しているものと認める。 
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(2) 事業報告書（会計に関する部分に限る。）は、国立大学法人東海国立大学機構の財政状態及び

運営状況を正しく示しているものと認める。 

(3) 決算報告書は、機構長による予算の区分に従って決算の状況を正しく示しているものと認める。 

 

機構長及び監事の責任 

機構長の責任は、法令に適合した利益の処分に関する書類（案）を作成すること、財政状態及び

運営状況を正しく示す事業報告書を作成すること並びに機構長による予算の区分に従って、決算の

状況を正しく示す決算報告書を作成することにある。 

監事の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における国立大学法人の役員（監事を除く。）の

職務の執行を監視することにある。 

 

会計監査人の責任 

会計監査人の責任は、利益の処分に関する書類（案）が法令に適合して作成されているか、事業

報告書（会計に関する部分に限る。）が財政状態及び運営状況を正しく示しているか並びに決算報

告書が機構長による予算の区分に従って決算の状況を正しく示しているかについて、独立の立場

から報告することにある。 

 

利害関係 

国立大学法人と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき

利害関係はない。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当国立大 

学法人が別途保管しております。 
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4 監事監査報告書 

以下、東海機構の令和3年度及び令和2年度の監事監査報告書を掲載している。 
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監 査 報 告 書  

 

私ども監事は、国立大学法人法（同法第３５条によって準用する独立行政法人通則法を含む）の規定に

準拠して、国立大学法人東海国立大学機構の令和 3 年 4 月 1 日から令和 4 年 3 月 31 日までの第１８期

事業年度の業務について監査を実施し、協議のうえ本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。 

 

１． 監査の方法及びその内容 

 

監事は、国立大学法人東海国立大学機構監事監査要項等に基づき、当期の監査計画及び一般に認

められた監査手順に従い、役員等との意思疎通を図り、内部監査担当部署と連係し、情報の収集及び

監査環境の整備に努めるとともに、役員会その他重要な会議に出席するほか、役員等から事業の報告

を聴取し、重要な書類等を閲覧し、部局長等や事務組織の業務責任者等から業務遂行の状況を聴取す

るとともに、本部、学部、附属病院及びその他の主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しま

した。 

また、財務担当部署から会計に関する資料について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め

ました。さらに、会計監査人から監査計画と監査の方法及びその職務の執行状況について報告を受け、

会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監査するとともに、必要に応

じ説明を受け、財務諸表、決算報告書（以下、「財務諸表等」という。）及び事業報告書につき検討を加え

ました。 

 

２． 監査の結果 

 

(1) 国立大学法人東海国立大学機構の業務の実施状況について、法令等に従って適正に実施されている

かどうか監査した結果、及び中期目標の着実な達成に向け効果的かつ効率的に実施されているかどう

かについて確認した結果、指摘すべき事項は認められません。 

(2) 役員の職務の執行が法令等に適合することを確保するための体制その他国立大学法人東海国立大学

機構の業務の適正を確保するために必要なものとして定められた業務方法書所定の内容及び業務方

法書に基づき整備される体制（内部統制システム）の整備及び運用の状況を監査した結果、指摘すべき

事項は認められません。 

(3) 役員の職務執行に関し、不正の行為又は法令もしくは規定に違反する重大な事実は認められません。 

(4) 会計監査人である有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は、相当であると認めます。 

(5) 財務諸表等は、記載すべき事項を正しく示しており、指摘すべき事項は認められません。 

(6) 事業報告書は、国立大学法人東海国立大学機構の業務運営の状況を正しく示しているものと認めます。 

 

令和 4年 6月 2日 

                    国立大学法人東海国立大学機構       

監事  角間 洋二郎            

         監事  中谷 聡子             

監事  山田 英脩             

（注）上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当国立大学法人が別途保管しております。 
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監 査 報 告 書 

 私ども監事は、国立大学法人法（同法第３５条によって準用する独立行政法人通則法を含む）の規定 

に準拠して、国立大学法人東海国立大学機構の令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの第１７期 

事業年度の業務について監査を実施し、協議のうえ本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。 

１．監査の方法及びその内容 

 監事は、国立大学法人東海国立大学機構監事監査要項等に基づき、当期の監査計画及び一般に認め

られた監査手続に従い、役員等との意思疎通を図り、内部監査担当部署と連係し、情報の収集及び監

査環境の整備に努めるとともに、役員会その他重要な会議に出席するほか、役員等から事業の報告を

聴取し、重要な書類等を閲覧し、部局長等や事務組織の業務責任者等から業務遂行の状況を聴取する

とともに、本部、学部、附属病院及びその他の主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しま

した。 

 また、財務担当部署から会計に関する資料について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め

ました。さらに、会計監査人から監査計画と監査の方法及びその職務の遂行状況について報告を受け、

会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監査するとともに、必要に

応じ説明を受け、財務諸表、決算報告書（以下、「財務諸表等」という。）及び事業報告書につき 

検討を加えました。 

２．監査の結果 

（1）国立大学法人東海国立大学機構の業務の実施状況について、法令等に従って適正に実施されているか 

  どうか監査した結果、及び中期目標の着実な達成に向け効果的かつ効率的に実施されているか 

 どうかについて確認した結果、指摘すべき事項は認められません。 

（2）役員の職務の執行が法令等に適合することを確保するための体制その他国立大学法人東海国立大学

機構の業務の適正を確保するために必要なものとして定められた業務方法書所定の内容及び業務

方法書に基づき整備される体制（内部統制システム）の整備及び運用の状況を監査した結果、指摘

すべき事項は認められません。

（3）役員の職務執行に関し、不正の行為又は法令もしくは規定に違反する重大な事実は認められません。 

（4）会計監査人である有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は、相当であると認めます。

（5）財務諸表等は、記載すべき事項を正しく示しており、指摘すべき事項は認められません。

（6）事業報告書は、国立大学法人東海国立大学機構の業務運営の状況を正しく示しているものと認めます。 

令和３年６月２４日 

国立大学法人東海国立大学機構 

監事 角間 洋二郎 

監事 中谷 聡子 

（注）上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当国立大学法人が別途保管しております。
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第6 法人の参考情報 

1 第4期中期目標・中期計画 

以下、東海機構の第4期中期目標・中期計画を掲載している。 
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和
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年
３
月
２
日
中
期
計
画
提
示
 

令
和
４
年
３
月
30
日
中
期
計
画
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可
 

令
和

５
年

１
月

3
1
日

中
期

目
標

変
更
提
示
 

令
和

５
年

３
月

2
9
日

中
期

計
画

変
更
認
可
 
 

国
立
大
学
法
人
 
東
海
国
立
大
学
機
構

 

 

中
期
目
標
・
中
期
計
画
（
一
覧
表
）
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法
人
番
号
：

9
1
 

- 
1

 -
 

 

国
立
大
学
法
人
東
海
国
立
大
学
機
構

 
第
４
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画

 

 

中
 
期
 
目

 
標

 
中

 
期

 
計

 
画

 

（
前
文
）
法
人
の
基

本
的
な
目

標
 

 

 
国

立
大

学
法

人
東

海
国

立
大

学
機

構
（

以
下

「
東

海
機

構
」

と
い

う
。

）
は

、
大

学
・

産
業

界
・

地
域

の
発

展
の

好
循

環
を

創
出

す
る

我
が

国
の

新
し

い
モ

デ
ル

を
構

築
し

、
国

際
的

な
競

争
力

向
上

と
地

域
創

生
へ

の
貢

献
を

同
時

に
達

成
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

ま
た

、
岐

阜
大

学
と

名
古

屋
大

学
（

以
下

「
両

大
学

」
と

い
う

。
）

の
強

み
の

あ
る

分
野

を
中

心
に

、
世

界
最

高
水

準
の

研
究

を
展

開
す

る
こ

と
に

よ
る

知
の

中
核
拠
点
化
と
国
際

通
用
性
の

あ
る
質
の
高
い
教
育

の
実
践
を

目
指
す
。

 

 
こ

の
た

め
、

東
海

機
構

は
一

法
人

複
数

大
学

と
し

て
の

ガ
バ

ナ
ン

ス
と

経
営

を
強

化
し
、
両
大
学
の
持
つ

リ
ソ
ー

ス
の
相
互
利
用
、
国
際

的
な
教

育
研
究
環
境
の
整
備
、

教
育

の
共

同
実

施
、

産
業

界
や

地
域

社
会

と
の

対
話

と
連

携
強

化
に

よ
る

民
間

か
ら

の
資

金
の

充
実

、
産

学
連

携
及

び
施

設
・

大
型

機
器

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
な

ど
を

進
め

る
。

東
海

機
構

は
ま

た
、

両
大

学
が

そ
れ

ぞ
れ

の
機

能
を

格
段

に
強

化
で

き
る

よ
う

支
援
や
調
整
を
行
う

。
 

 
こ

れ
ら

の
着

実
な

遂
行

に
よ

り
東

海
機

構
は

、
知

的
成

果
創

出
の

拠
点

と
し

て
、

高
等

教
育

・
人

材
育

成
の

舞
台

と
し

て
、

さ
ら

に
は

新
し

い
地

域
や

産
業

創
生

の
核

と
し

て
、

東
海

地
域

の
大

学
・

産
業

界
・

地
域

発
展

の
好

循
環

モ
デ

ル
形

成
及

び
地

域
の

構
造

変
革

の
中

核
的

役
割

を
担

う
こ

と
を

第
４

期
中

期
目

標
期

間
の

基
本

的
な

目
標
と
す
る
。

 

 【
東
海
機
構
の
教
育

研
究
等
の

基
本
的
目
標
】

 

 １
．
教
育

 

 
東

海
機

構
は

、
「

勇
気

を
も

っ
て

と
も

に
未

来
を

つ
く

る
」

と
い

う
共

通
理

念
の

下
、

両
大

学
の

教
育

改
革

の
企

画
立

案
の

司
令

塔
と

し
て

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
セ

ン
ト

ラ
ル

を
設

け
、

知
の

中
核

拠
点

と
し

て
国

際
通

用
性

の
あ

る
質

の
高

い
教

育
を

実
践

し
、

東
海

地
域

を
は

じ
め

、
国

内
外

で
活

躍
す

る
次

世
代

を
担

う
リ

ー
ダ

ー
と

な
る

人
材
を
育
成
す
る
。

 

２
．
研
究

 

 
東

海
機

構
は

、
知

の
中

核
拠

点
と

し
て

両
大

学
の

相
互

の
強

み
を

活
か

し
て

価
値

創
造

型
の

知
の

源
泉

に
な

る
と

と
も

に
、

世
界

の
英

知
を

集
め

領
域

を
超

え
た

融
合

研
究
な
ど
世
界
最
高

水
準
の
知

を
創
出
す
る
。

 

３
．
社
会
貢
献

 

 
東

海
機

構
は

、
東

海
地

域
に

お
け

る
知

の
中

核
拠

点
と

し
て

大
学

・
産

業
界

・
地
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 域
発
展
の
好
循
環
モ

デ
ル

T
O
K
A
I
-
P
R
A
C
T
I
S
S
（
T
o
k
a
i
 P
r
o
j
e
c
t
 t
o
 R
e
n
o
v
a
t
e
 A
r
e
a
 

C
h
u
b
u
 
i
n
t
o
 
T
e
c
h
 
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
 
S
m
a
r
t
 
S
o
c
i
e
t
y
）

を
構

築
し

、
知

的
成

果
の

社

会
へ

の
還

元
と

社
会

・
産

業
の

課
題

解
決

を
通

じ
て

、
地

域
創

生
及

び
人

類
的

課
題

解
決
に
貢
献
す
る
。

 

４
．
そ
の
他

 

 
東

海
機

構
は

、
社

会
・

産
業

と
の

連
携

に
基

づ
く

資
金

の
好

循
環

に
よ

っ
て

財
政

基
盤

の
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
優

秀
な

学
生

、
研

究
者

、
留

学
生

・
社

会
人

を
広

く
惹
き
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
創
る

。
 

 
ま

た
、

東
海

機
構

は
、

大
学

の
構

成
員

に
つ

い
て

、
多

様
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

深
く

認
識

し
、

若
手

、
女

性
、

外
国

人
が

働
き

や
す

い
キ

ャ
ン

パ
ス
を
創
出
す
る
。

 

 
さ

ら
に

、
東

海
機

構
は

、
国

内
外

の
大

学
・

研
究

機
関

と
の

幅
広

い
連

携
を

大
学

群
と

し
て

戦
略

的
に

展
開

す
る

こ
と

で
、

国
際

的
な

科
学

技
術

・
学

術
の

環
境

変
化

や
高
等
教
育
の
動
向

に
も
柔
軟

に
対
応
し
た
教
育
と

研
究
を
展

開
す
る
。

 

 【
岐
阜
大
学
の
教
育

研
究
等
の

基
本
的
目
標
】

 

 
清

流
の

国
と

称
さ

れ
豊

か
な

自
然

に
恵

ま
れ

た
岐

阜
の

地
で

は
、

東
西

文
化

が
接

触
す

る
地

理
的

条
件

や
歴

史
を

背
景

に
多

様
な

文
化

が
育

ま
れ

る
な

か
、

新
た

な
技

術
・

技
能

が
創

造
さ

れ
、

脈
々

と
伝

承
さ

れ
て

き
た

。
国

立
大

学
法

人
東

海
国

立
大

学
機

構
・

岐
阜

大
学

は
、

こ
の

よ
う

な
岐

阜
の

地
の

特
性

を
継

承
す

る
と

と
も

に
、

洗
練
さ
れ
た
「
人
が

育
つ
場
」
の
中
で
、
社
会
を
牽

引
し
、
未

来
を
創
造
し
う
る
「

学

び
，
究
め
，
貢
献
す

る
」
人
材

の
輩
出
を
使
命
と
す

る
。

 

 
ま

た
、

岐
阜

大
学

は
、

全
て

の
学

部
・

研
究

科
が

１
つ

の
キ

ャ
ン

パ
ス

に
あ

る
特

徴
と

、
同

一
法

人
を

構
成

す
る

名
古

屋
大

学
と

の
連

携
を

教
育

・
研

究
の

両
面

に
活

か
し

、
特

に
、

高
度

な
専

門
職

業
人

の
養

成
に

主
眼

を
置

い
た

教
育

、
教

育
の

基
盤

と
し

て
の

質
の

高
い

研
究

、
地

域
に

根
ざ

し
た

国
際

化
を

展
開

す
る

。
さ

ら
に

、
こ

れ
ら

の
成

果
を

地
域

還
元

す
る

こ
と

に
よ

り
、

「
地

域
活

性
化

の
中

核
拠

点
」

を
目

指
す
。

 

 １
．
教
育

 

 
社

会
を

牽
引

し
、

未
来

を
創

造
す

る
た

め
、

豊
か

な
教

養
と

「
自

ら
学

ぶ
」

姿
勢

を
涵

養
し

、
高

い
倫

理
観

と
と

も
に

課
題

を
探

求
し

解
決

し
う

る
能

力
を

も
っ

た
高

度
な

専
門

職
業

人
を

養
成

す
る

。
こ

の
た

め
、

教
育

の
質

保
証

シ
ス

テ
ム

の
充

実
、

対
面

・
遠

隔
授

業
の

ベ
ス

ト
ミ

ッ
ク

ス
や

学
修

成
果

の
可

視
化

な
ど

教
育

学
修

環
境

の
整

備
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

名
古

屋
大

学
と

の
連

携
に

よ
り

、
数

理
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ
ン
ス

・
A
I
教
育
、
実
践

的
な
英
語
教
育
、
リ

ベ
ラ
ル
・

ア
ー
ツ
教
育
、
専
門

教

育
な
ど
の
充
実
に
重

点
的
に
取

り
組
む
。

 

２
．
研
究

 

 
個

々
の

研
究

者
の

知
的

探
求

心
に

基
づ

く
学

術
研

究
の

卓
越

性
を

幅
広

い
分

野
に
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 お
い

て
高

め
る

こ
と

に
よ

り
、

被
引

用
度

の
高

い
ジ

ャ
ー

ナ
ル

論
文

の
増

加
を

目
指

す
と

と
も

に
、

特
定

の
研

究
分

野
に

お
い

て
、

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
研

究
成

果
を

得
る

こ
と

が
期

待
で

き
る

研
究

セ
ン

タ
ー

群
を

形
成

し
、

人
類

や
地

域
社

会
の

直
面

す
る

諸
課

題
を

解
決

す
る

。
ま

た
、

名
古

屋
大

学
と

の
協

働
に

よ
り

、
糖

鎖
生

命
コ

ア
研
究
拠
点
及
び
航

空
宇
宙
研

究
教
育
拠
点
の
機
能

を
強
化
す

る
。

 
 

３
．
国
際
化

 

 
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

J
D
P
）
は
じ

め
地
域
に
根
ざ
し
た

国

際
化

を
念

頭
に

行
う

教
育

研
究

活
動

に
よ

り
、

グ
ロ

ー
カ

ル
化

を
実

現
す

る
。

そ
の

た
め

に
、

東
海

国
立

大
学

機
構

が
持

つ
多

様
な

人
材

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
、

組
織
的
な
支
援
体
制
や

I
C
T
を
活
用
し
た
双
方
向

の
交
流
な

ど
を
強
化
す
る
こ
と

で

国
際
化
を
推
進
す
る

。
ま
た
、

名
古
屋
大
学
と
と
も
に

J
D
P
に
関
す
る
全
国
協
議

会

を
主
体
的
に
運
営
し

、
J
D
P
の
課
題
解
決
を
図
る
こ

と
に
よ
り

、
我
が
国
の
高
等

教
育

の
国
際
化
に
貢
献
す

る
。

 

４
．
社
会
貢
献

 

 
東

海
地

域
の

大
学

、
大

学
共

同
利

用
機

関
、

自
治

体
、

地
元

企
業

等
と

の
連

携
・

協
働

を
さ

ら
に

深
め

、
地

域
課

題
の

解
決

を
は

じ
め

、
教

育
、

行
政

サ
ー

ビ
ス

等
の

向
上

に
よ

る
地

域
の

ブ
ラ

ン
ド

力
の

増
進

や
産

業
の

競
争

力
向

上
に

資
す

る
教

育
研

究
活

動
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
の

創
出

や
産

学
協

働
拠

点
の

形
成
を
通
じ
て
、
研

究
成
果
の

社
会
実
装
に
よ
る
新

た
な
価
値

を
創
造
す
る
。

 

５
．
地
域
医
療
連
携

 

岐
阜

県
に

お
け

る
唯

一
の

医
学

部
附

属
病

院
と

し
て

、
地

域
医

療
を

支
え

、
住

民

の
健

康
に

寄
与

す
る

役
割

を
担

う
。

特
に

、
最

先
端

の
医

療
の

提
供

、
統

合
医

療
情

報
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

構
築

、
国

際
的

に
活

躍
す

る
医

療
人

材
の

育
成

な
ど

を
通

じ
て
地
域
医
療
を
先

導
し
、
社

会
に
貢
献
す
る
。

 

 【
名
古
屋
大
学
の
教

育
研
究
等

の
基
本
的
目
標
】

 

 
名

古
屋

大
学

は
、

日
本

有
数

の
産

業
集

積
地

で
あ

る
東

海
地

域
に

、
昭

和
1
4
年

わ

が
国
最
後
の
帝
国
大

学
と
し
て

産
声
を
上
げ
た
。
先
行
し
た

旧
帝
国
大
学

6
校
と
比
べ

て
総

合
大

学
と

し
て

の
歴

史
は

浅
く

、
そ

の
規

模
も

最
小

で
あ

る
。

し
か

し
、

そ
の

「
自

由
闊

達
」

な
学

風
の

下
、

「
創

造
的

な
研

究
活

動
に

よ
っ

て
真

理
を

探
究

し
、

世
界

屈
指

の
知

的
成

果
を

産
み

出
す

」
、

「
自

発
性

を
重

視
す

る
教

育
実

践
に

よ
っ

て
、

論
理

的
思

考
力

と
想

像
力

に
富

ん
だ

勇
気

あ
る

知
識

人
を

育
て

る
」

、
を

高
く

掲
げ

、
人

間
性

と
科

学
の

調
和

的
発

展
を

目
指

し
、

人
文

科
学

、
社

会
科

学
、

自
然

科
学
を
と
も
に
視
野

に
入
れ
た

高
度
な
研
究
と
教
育

を
実
践
し

て
き
た
。

 

 
平

成
3
0
年

３
月

に
は

、
世

界
最

高
水

準
の

教
育

研
究

活
動

が
相

当
程

度
見

込
ま

れ

る
国

立
大

学
法

人
と

し
て

、
指

定
国

立
大

学
法

人
の

指
定

を
受

け
た

。
以

後
、

指
定

国
立

大
学

法
人

構
想

に
お

い
て

掲
げ

た
シ

ェ
ア

ド
・

ガ
バ

ナ
ン

ス
に

よ
る

大
学

運
営

体
制
の
確
立
、
資
源
の
好
循

環
に
よ
る
財
務
基
盤
の

強
化
等
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、

令
和

２
年

４
月

に
は

、
我

が
国

の
国

立
大

学
で

は
初

と
な

る
一

法
人

複
数

大
学

制
に
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 よ
り

、
岐

阜
大

学
と

法
人

統
合

し
て

東
海

機
構

を
設

立
し

、
マ

ル
チ

・
キ

ャ
ン

パ
ス

シ
ス

テ
ム

を
通

じ
た

東
海

地
域

の
持

続
的

発
展

の
好

循
環

の
形

成
に

向
け

た
取

組
を

推
進
し
て
い
る
。

 

 
現

在
我

が
国

を
取

り
巻

く
人

口
減

少
・

高
齢

化
や

D
X
の

急
速

な
展

開
、

社
会

経
済

構
造

の
変

化
等

を
踏

ま
え

て
来

る
べ

き
社

会
を

展
望

す
る

時
、

持
続

可
能

な
発

展
と

レ
ジ

リ
エ

ン
ト

な
社

会
の

実
現

の
た

め
に

、
一

極
集

中
型

か
ら

地
域

分
散

社
会

へ
の

転
換

が
不

可
欠

で
あ

る
と

認
識

す
る

。
こ

の
認

識
に

立
ち

、
第

４
期

中
期

目
標

期
間

に
お

い
て

は
、

岐
阜

大
学

と
の

連
携

の
も

と
で

以
下

の
取

組
を

推
進

し
、

単
独

の
大

学
の

取
組

で
は

な
し

得
な

い
そ

の
成

果
を

も
っ

て
、

東
海

機
構

が
目

指
す

地
域

共
創

力
と
国
際
競
争
力
の

両
立
に
寄

与
す
る
。

 

 １
．
教
育

 

 
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

セ
ン

ト
ラ

ル
を

司
令

塔
と

し
て

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
主

体
へ

の
教

育
の

転
換

、
初

年
次

か
ら

大
学

院
ま

で
の

シ
ー

ム
レ

ス
な

共
通

科
目

と
教

養
教

育
の

展
開

、
数

理
・

デ
ー

タ
科

学
・

A
I
教

育
等

、
共

通
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

見
直

し
を

進
め

、
学

生
の

主
体

的
学

び
を

重
視

し
た

質
の

高
い

「
知

」
獲

得
を

目
指

す
教

育
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
ま

た
、

岐
阜

大
学

と
連

携
し

、
数

理
・

デ
ー

タ
科

学
教
育
の
共
同
実
施

、
i
留
学
の
共
同
実
施
、
共

同
で
の
就
職

支
援
・
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
含

め
た

学
生

支
援

体
制

の
充

実
・

強
化

等
を

推
進

し
、

お
互

い
の

強
み

を
活

か
し

た
連
携
に
よ
る
多
様

性
増
大
と

教
育
効
果
の
最
大
化

を
図
る
。

 

２
．
研
究

 

 
ノ

ー
ベ

ル
賞

受
賞

研
究

の
系

譜
を

受
け

継
ぎ

、
素

粒
子

宇
宙

起
源

研
究

所
、

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
マ

テ
ィ

ブ
生

命
分

子
研

究
所

、
未

来
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
集

積
研

究
セ

ン
タ

ー
に

比
肩

す
る

最
先

端
研

究
拠

点
群

を
構

築
し

、
世

界
的

研
究

成
果

を
創

出
す

る
。

そ
の

た
め

、
東

海
機

構
と

し
て

の
研

究
リ

ソ
ー

ス
も

俯
瞰

し
つ

つ
、

戦
略

的
に

国
際

的
な

プ
レ

ゼ
ン

ス
を

高
め

る
分

野
の

特
定

と
世

界
最

高
水

準
の

研
究

拠
点

構

築
、

国
際

共
同

研
究

及
び

注
目

度
の

高
い

ジ
ャ

ー
ナ

ル
へ

の
投

稿
推

進
に

よ
る

国
際

レ
ピ

ュ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
確

立
、

研
究

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
構

築
と

投
資

計
画

に
基

づ
く

研
究

活
動

の
推

進
、

若
手

研
究

者
へ

の
大

幅
な

支
援

拡
充

、
基

礎
的

研
究

・
萌

芽
的

研
究
の
振
興
等
を
推

進
す
る
。

 

３
．
国
際
化

 

 
国

際
的

に
魅

力
あ

る
英

語
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
拡

充
に

よ
り

留
学

生
を

増
加

さ
せ

る
と

と
も
に
、
世
界
に
挑
む
気
概

の
あ
る
日
本

人
学
生
を

G
3
0
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
英
語
授
業

に

参
加

さ
せ

る
等

に
よ

り
学

生
の

海
外

へ
の

挑
戦

を
支

援
す

る
。

ま
た

、
我

が
国

に
お

い
て
開
設
さ
れ
て
い

る
ジ
ョ
イ

ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
（

J
D
P
）
の
約
半
数

は
東

海
機

構
で

実
施

し
て

お
り

、
そ

の
強

み
を

生
か

し
て

、
東

海
機

構
と

し
て

岐
阜

大
学
と
成
果
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層

効
果
の
高
い

J
D
P
を
展
開

す
る
。

 

４
．
社
会
貢
献
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世

界
的

な
産

業
集

積
地

に
立

地
す

る
地

理
的

優
位

性
を

活
か

し
、

東
海

機
構

と
し

て
岐

阜
大

学
と

連
携

し
て

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
知

と
地

域
セ

ク
タ

ー
と

の
緊

密
な

連
携
関
係
を
構
築
す

る
と
と
も

に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出

、
実
践
的
人
材
育

成
、

産
業

界
へ

の
貢

献
等

に
向

け
て

、
「

組
織

」
対

「
組

織
」

の
本

格
的

産
学

連
携

を
推

進
す

る
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

研
究

開
発

拠
点

、
産

学
共

同
研

究
セ

ン
タ

ー
・

研
究

所
の

設
置

、
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
教

育
と

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

ス
タ

ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
等
を
強

化
す
る
。

 

 ◆
 

中
期
目
標
の
期

間
 

 
 

中
期
目
標
の
期

間
は
、
令

和
４
年
４
月
１
日
～

令
和

1
0
年
３
月

3
1
日
ま
で
の
６

 

年
間
と
す
る
。

 

  

Ⅰ
 

教
育
研
究
の
質

の
向
上
に

関
す
る
事
項

 

 

１
 
社
会
と
の
共
創

 

・
T
M
1
 
人
材
養
成
機
能

や
研

究
成
果
を
活
用
し
て
、
東

海
及

び
近
隣

地
域
の
産

業
（

農
林

水
産

業
、

製
造

業
、

サ
ー

ビ
ス

産
業

等
）

の
生

産
性

向
上

や
雇

用

の
創

出
、

文
化

の
発

展
を

牽
引

し
、

地
域

の
課

題
解

決
の

た
め

に
、

T
O
K
A
I
-
P
R
A
C
T
I
S
S
の
構
築
を

通
し
て
、
地
方
自
治

体
や
地
域

の
産
業
界
を
リ

ー
ド
す
る
。
①

 

  

Ⅰ
 
教
育
研
究
の
質

の
向
上
に

関
す
る

目
標
を
達
成

す
る
た
め

に
と
る
べ
き
措
置

 
 

 

１
 
社
会
と
の
共
創

に
関
す
る

目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
措
置

 

・
T
K
1
-
1
 

世
界

有
数

の
製

造
業

集
積

地
に

立
地

す
る

利
点

を
活

か
し

て
モ

ビ
リ

テ
ィ

、
環

境
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
、
医
療

、
教
育
な
ど

の
地
域
社
会
の
課
題
を

解
決
す
る

た
め
に
自
治
体
や
地

域
の
産
業

界
を

先
導
し
て
社
会
実
装

研
究
を
推

進
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
-
1
-
1
 
東
海

3
県
に
本
社

な
い
し

事
業
所
を
置

く
企
業
と

の
共
同
研

究
及
び
受
託
研
究
の

件
数
及
び

金
額
に
つ
い
て
、
第

4
期
終
了

時
に

5
5
0

件
、

3
0
億
円
以
上
に
す
る
。

 

・
T
H
1
-
1
-
2
 
東
海
及
び
近

隣
地
域
の

産
業
の
生
産

性
向
上
や

雇
用
創
出
、

海
外
展
開
等
地
域
発

展
に
資
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数

を
5
0
件
、
参
画
教

員
数
を

5
0
0
名
と
す
る
。

 

 ・
T
K
1
-
2
 

東
海

及
び

近
隣

地
域

の
産

業
の

生
産

性
向

上
や

雇
用

創
出

、
文

化
的

発
展

を
牽

引
で

き
る

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
人

材
を
自
治
体
や
産
業

界
と
協
働

し
て
養
成
す
る
と
と

も
に
、
人

材
養

成
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

持
続
発
展

さ
せ
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
-
2
-
1
 
人
材
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
数
を

2
0
と
す
る
。

 

・
T
H
1
-
2
-
2
 

人
材

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

受
講

者
数

を
年

間
5
0
0
名

と
す

る
。

 

・
T
H
1
-
2
-
3
 
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
受
講
者
数
を
年
間

1
,
5
0
0
名
と
す
る
。

 

  

・
T
M
2
 
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス

に
比
肩
す
る
研
究
大

学
を
目
指

し
て
、
戦
略
的
に

国
際

的
な

プ
レ

ゼ
ン

ス
を

高
め

る
分

野
を

定
め

、
国

内
外

の
優

秀
な

研
究

者

や
学

生
を

獲
得

で
き

る
教

育
研

究
環

境
（

特
別

な
研

究
費

、
給

与
等

）
を

整

備
す

る
。

併
せ

て
、

デ
ー

タ
基

盤
を

含
む

最
先

端
の

教
育

研
究

設
備

や
、

産

・
T
K
2
-
1
 

戦
略

的
に

国
際

的
な

プ
レ

ゼ
ン

ス
を

高
め

る
分

野
を

特
定

し
、

世
界

最
高

水
準

の
研

究
拠

点
を
構
築
、
運
用
す
る
。
具
体

的
な
分
野
と
し
て
、
化
学
・
生

命
科
学
、
素
粒
子
・
宇
宙
・
数

理
物

理
学
、
材
料
科
学
・
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
、
宇
宙
地
球
環

境
科

学
、
プ
ラ
ズ
マ

科
学
な
ど

が
あ

げ
ら

れ
、
第
４
期
中
に
は
、
糖

鎖
科

学
な
ど

新
た
な
分
野

も
加
え
て

い
く

。
競
争
的
経
費
の

獲
得
額

に
応
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学
官

を
越

え
た

国
際

的
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
ハ

ブ
機

能
等

の
知

的
資

産
が

集

積
す
る
世
界
最
高
水

準
の
拠
点

を
構
築
す
る
。
②

 

  

じ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
、
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
研
究
者
に

認
定
し
た

者
へ
の
給
与
の
加
算

な
ど
を
実

施
す

る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
2
-
1
-
1
 

各
々

の
研
究

分
野

で
の
研

究
拠

点
の

整
備

・
支

援
状

況
を

向
上
さ
せ
る
。

 

(
1
)
拠

点
と
な

る
分

野
の

数
を

第
３

期
の

５
分

野
か

ら
１

分
野

以
上

増

や
す
。

 

(
2
)
拠
点
の
研
究
ス
ペ

ー
ス
を

全
学
分
か
ら
配
分
す

る
。

 

(
3
)
新
た
に
報
奨
金

の
対
象
と

な
る
教
員
を
増
や
す

。
 

・
T
H
2
-
1
-
2
 

各
拠

点
の
研

究
力

を
表
す

指
標

に
つ

い
て

拠
点

ご
と

に
以

下
の
数
値
目
標
を
達

成
す
る
。

（
第
4
期
中
期
目
標
期

間
最
終

年
度
）

 

(
1
)
T
o
p
1
0
％
論
文
割
合
：

1
5
％
以
上

 

(
2
)
国
際
共
著
論
文
割

合
：

4
0
％
以
上

 

(
3
)
教

員
当

た
り

の
科

研
費

獲
得

額
ま
た

は
外

部
資

金
獲

得
額

：
科

研

費
年
間

7
0
0
万
円
以
上
、
外
部

資
金

1
,
4
0
0
万
円
以
上

 

(
4
)
教

員
当

た
り

の
研

究
代

表
者

と
し
て

の
科

研
費

獲
得

件
数

：
年

間

１
件
以
上

 

 ・
T
K
2
-
2
 

世
界

最
先

端
研

究
拠

点
へ

と
つ

な
が

る
萌

芽
的

研
究

グ
ル

ー
プ

の
構

築
、

若
手

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル
人
材
育
成
な
ど

を
通
じ
て

、
次
世
代
の
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ

ル
研
究
を
育
て
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
N
H
2
-
2
-
1
 

次
世

代
最

先
端

研
究

拠
点

（
W
P
I
-
n
e
x
t
）

か
ら

段
階

的
に

世
界
最
先
端
研
究
拠

点
へ
と
移

行
し
つ
つ
、
次
世
代
最
先

端
研

究
拠
点

の
数
を

6
ユ
ニ
ッ
ト
程
度
に
保

つ
。
【
指
定
国
工
程

表
】

 

・
T
H
2
-
2
-
2
 

第
4
期

中
期

目
標

期
間

に
お

け
る

若
手

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム

Y
L
C
採

用
枠

を
東

海
機

構
全

体
で

5
5
名
程

度
ま

で
増

員
す

る
。

（
名

古

屋
大
学
に
お
い
て
は

5
0
名
程
度
【
指
定
国
工
程
表
】
、
岐
阜
大

学
に
お

い
て
は

5
名
程
度
）

 

・
T
H
2
-
2
-
3
 

若
手

新
分
野

創
成

研
究
ユ

ニ
ッ

ト
数

を
1
8
ユ
ニ

ッ
ト

に
す

る
。（

名
古
屋
大

学
に
お
い
て
は

1
6
ユ
ニ
ッ
ト
程
度
【

指
定
国
工

程
表
】
、

岐
阜
大
学
に
お
い
て

は
2
ユ
ニ
ッ
ト
程
度
）

 

・
T
H
2
-
2
-
4
 

充
実

し
た
研

究
環

境
を
整

備
す

る
。

（
必

要
な

研
究

ス
ペ

ー
ス
の
配
分
数
（
令
和

2
年
度

実
績
：
名
古
屋
大
学

1
1
件
、
岐
阜
大
学

9

件
）
や

U
R
A
の

人
数

（
令

和
2
年

度
実
績

：
名

古
屋

大
学

令
和

2
年

度
末

時
点
で

4
7
名

、
岐
阜

大
7
名
）

を
第

4
期

末
ま
で

に
令

和
2
年

度
実

績
に

比
べ
て
増
加
さ
せ
る

。
）

 

・
T
H
2
-
2
-
5
 

博
士

後
期
課

程
学

生
へ
の

支
援

策
を

拡
充

す
る

。
（

名
古

屋
大
学

 
入
学
料
・

授
業
料
免

除
（
令
和

2
年
度
実
績
：

1
,
4
3
4
人
）
、

各
種
奨
学
金
（

J
A
S
S
O
奨
学
金

、
民

間
奨

学
金

）
（

令
和

2
年

度
実

績
：

244



法
人
番
号
：

9
1
 

- 
7

 -
 

 

2
2
4
人

）
、

Q
T
A
（

Q
u
a
l
i
f
i
e
d
T
A
）

/
G
S
I
（

G
r
a
d
u
a
t
e
 
S
c
h
o
o
l
 

I
n
s
t
r
u
c
t
o
r
）
制
度
（
令
和

2
年
度
実
績
：
6
人
）
）
、
岐
阜
大
学

 
入

学
料
・
授
業
料
免
除
（

令
和

2
年
度
実
績
：
の
べ

1
1
3
人
）
、
各
種
奨
学

金
（

J
A
S
S
O
奨
学

金
、

民
間

奨
学

金
）
（

令
和

2
年
度

実
績

：
8
人

）
、

融
合
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ
プ
、
融
合
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア

次
世
代

研
究
事
業
と
い
っ
た

令
和

3
年
度
に
お
け
る
支
援
策

に
加
え
て

、
令
和

9

年
度
ま
で
に
、
新
た
な
支
援
策

を
拡
充
さ
せ
る
と
と

も
に
、
支

援
対
象

学
生
数
（
令
和

2
年
度
比
）
を

増
加
さ
せ
る
。
）

 

 ・
T
K
2
-
3
 

デ
ジ

タ
ル

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
構

想
に

基
づ

い
た

次
世

代
教

育
研

究
基

盤
を

整
え

、
学

術
研

究
・
産
学
官
連
携
統
括
本
部
を

中
心
に
知
的
資
産
が

集
積
す
る

国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
ハ
ブ
を
構

築
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
2
-
3
-
1
 

東
海

機
構
が

学
外

の
ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
対

し
て

行
う

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
（
以
下
「

機
構
ア
カ
ウ
ン
ト
登

録
者
」
と

い
う
。
）

が
ア
ク
セ
ス
で
き
る

教
育
研
究

コ
ン
テ
ン
ツ
数
を
倍

増
さ
せ
る

。
 

・
T
H
2
-
3
-
2
 

A
I
を

活
用
し

た
産

学
マ
ッ

チ
ン

グ
検

索
シ

ス
テ

ム
の

構
築

・
運
用
を
行
う
。

 

・
T
H
2
-
3
-
3
 

第
４

期
中
期

目
標

期
間
に

お
け

る
共

用
機

器
数

の
累

計
を

6
0
0
台
と
す
る
。

 

・
T
H
2
-
3
-
4
 

第
４

期
中
期

目
標

期
間
に

お
け

る
共

用
機

器
利

用
登

録
者

数
の
累
計
を

6
,
5
0
0
人
と
す
る

。
 

・
T
H
2
-
3
-
5
 

知
財

・
技
術

移
転

の
積
算

件
数

に
つ

い
て

以
下

の
数

値
目

標
を
達
成
す
る
。

 

(
1
)
知
財
年
間
出
願
数

：
7
0
0
件

 

(
2
)
知
財
に
よ
る
年
間

収
入
：

2
億
円

 

  

２
 
教
育

 

・
T
M
3
 
学
生
の
能
力

が
社
会

で
ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
て
い

る
の
か
、
調
査
、

分
析

、
検

証
を

し
た

上
で

、
教

育
課

程
、

入
学

者
選

抜
の

改
善

に
繋

げ
る

。

特
に

学
修

者
本

位
の

教
育

を
実

現
す

る
た

め
、

柔
軟

か
つ

機
動

的
に

教
育

方

法
、

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

教
育

課
程

、
教

育
研

究
組

織
等

の
検

証
・

改
編

・

整
備
を
推
進
す
る
。

⑤
 

  

２
 
教
育
に
関
す
る

目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
措
置

 

・
T
K
3
-
1
 

社
会

に
対

す
る

説
明

責
任

を
果

た
す

た
め

学
生

の
学

修
成

果
や

大
学

全
体

の
教

育
成

果
に

関
係
す
る
情
報
の
公

表
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
学
生
や
企

業
を
含
め
た
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー

の
意

見
を
取
り
込
ん
だ
教

育
を
行
う

仕
組
み
の
構
築
に
よ

り
、
社
会

が
求
め
る
人
材
を
育

成
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
3
-
1
-
1
 

両
大

学
に
お

い
て

学
修
成

果
・

教
育

成
果

の
可

視
化

を
実

現
す
る
。

 

・
T
H
3
-
1
-
2
 

学
生

や
企
業

を
含

め
た
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

意
見

を
取

り
込
ん
だ
教
育
（
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
を
含
む
）
を
行
う
仕
組
み

を
構
築

す
る
。

 

・
T
H
3
-
1
-
3
 

三
つ

の
方
針

（
卒

業
認
定

・
学

位
授

与
の

方
針

、
教

育
課
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程
編
成
・
実
施
の
方
針
、
入
学

者
受
入
れ
の
方
針
）
に
基
づ

き
適
正
に

教
育
活
動
が
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
さ

れ
て
い
る
か
検
証
し
、
必

要
に

応
じ
て

改
善
す
る
。

 

 

・
T
K
3
-
2
 
東
海
機
構
の
教
育

の
理
念
で
あ
る
「

勇
気
を
も
っ

て
と
も
に
未
来
を
つ

く
る
人
材

の
育
成
」

の
下
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン

ト
ラ
ル
を
両
大
学
の

教
育
改
革

の
企
画
立
案
の
司
令

塔
と
し
て

、
学

修
者
本
位
の
教
育
を

実
現
す
る

た
め
、
デ
ジ
タ
ル

化
等
に
よ
る

次
世
代
の
教
育
方
法

の
開
発
、
教
育

評
価
法
の
確
立
、
教

育
研
究
組

織
等
の
見
直
し
な
ど

不
断
の
教

育
改
革
を
進
め
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
3
-
2
-
1
 

新
し

い
教
育

方
法

や
教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

を
実

施
す

る
。

 

・
T
H
3
-
2
-
2
 

両
大

学
が
共

同
し

て
行
う

教
育

の
質

の
保

証
・

向
上

の
仕

組
み
を
構
築
す
る
。

 

・
T
H
3
-
2
-
3
 
教
育
研
究
組

織
や
学
内
運
営
組
織
の

見
直
し
を

実
施
す
る
。
 

  

・
T
M
4
 
特
定
の
専
攻
分
野

を
通
じ
て
課
題
を
設
定

し
て
探
究

す
る
と
い
う
基
本

的
な

思
考

の
枠

組
み

を
身

に
付

け
さ

せ
る

と
と

も
に

、
視

野
を

広
げ

る
た

め

に
他

分
野

の
知

見
に

も
触

れ
る

こ
と

で
、

幅
広

い
教

養
も

身
に

付
け

た
人

材

を
養
成
す
る
。
（
学

士
課
程
）

⑥
 

  

・
T
K
4
-
1
 
専
門
性
の
高

度
化

に
向
け
た
学
部
・
大
学

院
の
一

貫
性
あ
る
教
育
に
加

え
て
、
産

業
界
等
、

社
会

で
活

躍
で

き
る

実
践

的
な

能
力

や
新

た
な

価
値

創
造

を
も

た
ら

す
思

考
力

を
備

え
た

人
材

を

養
成
す
る
た
め
学
修

の
幅
を
広

げ
る
教
育
等
を
推
進

す
る
。
こ

れ
に
対
応
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム

や
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改

訂
に
取
り

組
む
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
4
-
1
-
1
 
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
検
証
及
び
改
訂
を

実
施
す
る

。
 

・
T
H
4
-
1
-
2
 
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
検
証
、
新

設
及
び
改
訂
を

実
施
す
る
。
 

・
T
H
4
-
1
-
3
 
課
題
解
決
型

学
習
等
（
学
士
課
程
）
の
取
組
を

強
化
す
る
。

（
課
題

解
決

型
学

習
等

に
係

る
授

業
科

目
数

を
令

和
9
年

度
ま

で
に

第

4
期
中
期
目
標
期
間
初

年
度
の

令
和

4
年
度
に
比
べ
て

増
加
さ

せ
る
。
）
 

 ・
T
K
4
-
2
 

東
海

機
構

が
掲

げ
る

教
育

理
念

を
実

現
す

る
た

め
、

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
セ

ン
ト

ラ
ル

に
お

い
て
、
学
部
・
研
究

科
・
大
学

の
垣
根
を
超
え
、
視

野
を
広
げ

他
分
野
の
知
見
に
も

触
れ
る
な

ど
、

シ
ー
ム
レ
ス
な
リ
ベ

ラ
ル
・
ア

ー
ツ
教
育
、
数
理
・
デ
ー
タ
科

学
・

A
I
教
育
な
ど
の
コ
モ
ン
・
ベ
ー

シ
ッ
ク
ス
教
育
を
推

進
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
4
-
2
-
1
 

東
海

機
構
が

掲
げ

る
教
育

理
念

を
実

現
す

る
人

材
育

成
の

取
組
の
企
画
立
案
を

行
う
た
め

の
体
制
を
構
築
す
る

。
 

・
T
H
4
-
2
-
2
 

数
理

・
デ
ー

タ
科

学
・

A
I
教

育
の

学
士

課
程
に

お
け

る
実

施
を
強
化
す
る
。
（
数
理
・
デ

ー
タ
科
学
・
A
I
教
育
に
係
る
授

業
科
目

数
を
令

和
9
年
度

ま
で

に
令
和

2
年

度
実

績
（

2
科

目
）

に
比
べ

て
増

加

さ
せ
る
。
）

 

・
T
H
4
-
2
-
3
 

視
野

を
広
げ

る
た

め
に
他

分
野

の
知

見
に

も
触

れ
る

授
業

246



法
人
番
号
：

9
1
 

- 
9

 -
 

 

な
ど

の
学

士
課

程
に

お
け

る
履

修
者

数
を

令
和

9
年

度
ま

で
に

令
和

2

年
度
実
績
（

2
,
1
7
7
人
）
に
比

べ
て

増
加
さ
せ
る
。

 

 ・
T
K
4
-
3
 

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
セ

ン
ト

ラ
ル

に
お

い
て

、
対

面
・

遠
隔

の
授

業
方

法
の

ベ
ス

ト
ミ

ッ
ク

ス
を
検
討
し
、
そ
れ

を
踏
ま
え

た
授
業
等
の
実
施
を

推
進
す
る

。
 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
4
-
3
-
1
 

対
面

・
遠
隔

授
業

の
評
価

法
及

び
ベ

ス
ト

ミ
ッ

ク
ス

の
方

針
を
策
定
す
る
。

 

 ・
T
K
4
-
4
 

社
会

の
多

方
面

で
活

躍
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
た

め
、

企
業

、
自

治
体

等
と

連
携

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
作

成
や

実
践

的
な

社
会

課
題

を
題

材
と

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
等

の
産

官

学
共
創
教
育
を
推
進

す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
4
-
4
-
1
 

企
業

、
自
治

体
等

と
の
連

携
に

よ
り

実
施

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を
強

化
す

る
。

（
実

世
界

デ
ー

タ
演

習
の

受
講

者
数

を
令

和
9
年

度

ま
で
に
令
和

2
年
度
実
績
（

6
9
名
）
に
比
べ
て
増
加

さ
せ
る
。

）
 

・
T
H
4
-
4
-
2
 
単
位
認
定
を

伴
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
へ
の
参

加
を

令
和

9

年
度

ま
で

に
令

和
2
年

度
実

績
（

学
部

2
3
1
人

、
大

学
院

1
2
7
人

）
に

比

べ
て
増
加
さ
せ
る
。

 
 

・
T
M
5
 
高
度
の
専
門

的
な
職

業
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
課

程
に
お
い
て
は

、

産
業

界
等

の
社

会
で

必
要

と
さ

れ
る

実
践

的
な

能
力

を
備

え
た

人
材

を
養

成

す
る

。
研

究
者

養
成

の
第

一
段

階
と

し
て

必
要

な
研

究
能

力
を

備
え

た
人

材

を
養
成
す
る
。
（
修

士
課
程
）

⑦
 

  

・
T
K
5
-
1
 
専
門
性
の
高

度
化

に
向
け
た
学
部
・
大
学

院
の
一

貫
性
あ
る
教
育
に
加

え
て
、
産

業
界
等
、

社
会

で
活

躍
で

き
る

実
践

的
な

能
力

や
新

た
な

価
値

創
造

を
も

た
ら

す
研

究
能

力
を

備
え

た
人

材

を
養
成
す
る
た
め
幅

広
く
深
い

学
識
を
養
う
教
育
等

を
推
進
す

る
。
こ
れ
に
対
応
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
改
訂

に
取
り
組
む
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
5
-
1
-
1
 

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
の

検
証
及

び
改

訂
を

実
施

す
る

。
【

目
標

⑥
⑧
再
掲
】

 

・
T
H
5
-
1
-
2
 
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
検
証
、
新

設
及
び
改
訂
を

実
施
す
る
。

【
目
標
⑥
⑧
再
掲
】

 

・
T
H
5
-
1
-
3
 

社
会
人

学
生

の
受

入
人
数

を
令

和
9
年

度
ま

で
に

令
和

2
年

度
実
績
（

2
5
9
名
）
に
比
べ
て

増
加
さ
せ
る
。

 

・
T
H
5
-
1
-
4
 
Q
T
A（

Q
u
a
l
i
f
i
e
d
T
A
）
制
度
の
活
用
を

促
進
す

る
。
（
Q
T
A

の
育
成

数
を

令
和

9
年

度
ま
で

に
令
和

2
年

度
実

績
（

6
名
）

に
比

べ
て

増
加
さ
せ
る
。
）

 

 ・
T
K
5
-
2
 

東
海

機
構

が
掲

げ
る

教
育

理
念

を
実

現
す

る
た

め
、

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
セ

ン
ト

ラ
ル

に
お

い
て
、
学
部
・
研
究

科
・
大
学

の
垣
根
を
超
え
、
視

野
を
広
げ

他
分
野
の
知
見
に
も

触
れ
る
な

ど
、

シ
ー
ム
レ
ス
な
リ
ベ

ラ
ル
・
ア

ー
ツ
教
育
、
数
理
・
デ
ー
タ
科

学
・

A
I
教
育
な
ど
の
コ
モ
ン
・
ベ
ー

シ
ッ
ク
ス
教
育
を
推

進
す
る
。

【
目
標
⑥
⑧
再
掲
】
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評
価
指
標

 

 

・
T
H
5
-
2
-
1
 

東
海

機
構
が

掲
げ

る
教
育

理
念

を
実

現
す

る
人

材
育

成
の

取
組
の
企
画
立
案
を

行
う
た
め

の
体
制
を
構
築
す
る

。
【

目
標

⑥
⑧
再

掲
】

 

・
T
H
5
-
2
-
2
 

数
理

・
デ
ー

タ
科

学
・

A
I
教

育
の

大
学

院
に
お

け
る

実
施

を
強
化

す
る

。
（

数
理

・
デ

ー
タ

科
学

教
育

の
実

施
状

況
を

令
和

9
年

度
ま
で

に
令

和
2
年

度
実

績
（

受
講
者

数
8
3
名

）
に
比

べ
て

増
加

さ
せ

る
。
）

 

・
T
H
5
-
2
-
3
 

大
学

院
に
お

け
る

英
語
で

の
授

業
の

実
施

を
強

化
す

る
。

（
英

語
で

の
授

業
科

目
割

合
を

令
和

9
年

度
ま

で
に

令
和

2
年

度
実

績

（
名
古
屋
大
学

5
3
%
）
、
令
和
元
年
度
実
績
（
岐
阜
大
学

1
1
%
）
に
比
べ

て
増
加
さ
せ
る
。
）

 

・
T
H
5
-
2
-
4
 

視
野

を
広
げ

る
た

め
に
他

分
野

の
知

見
に

も
触

れ
る

授
業

な
ど

の
大

学
院

に
お

け
る

履
修

を
令

和
9
年

度
ま

で
に

令
和

2
年

度
実

績
（
名
古
屋
大
学

2
8
4
名
）
に

比
べ
て

増
加
さ
せ
る

。
 

 ・
T
K
5
-
3
 

社
会

の
多

方
面

で
活

躍
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
た

め
、

企
業

、
自

治
体

等
と

連
携

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
作

成
や

実
践

的
な

社
会

課
題

を
題

材
と

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
等

の
産

官

学
共
創
教
育
を
推
進

す
る
。
【

目
標
⑥
⑧
再
掲
】

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
5
-
3
-
1
 

企
業

、
自
治

体
等

と
の
連

携
に

よ
り

実
施

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を
強

化
す

る
。

（
実

世
界

デ
ー

タ
演

習
の

受
講

者
数

を
令

和
9
年

度

ま
で
に

令
和

2
年
度

実
績

（
6
9
名

）
に

比
べ

て
増

加
さ

せ
る

。
）

【
目

標
⑥
⑧
再
掲
】

 

・
T
H
5
-
3
-
2
 
単
位
認
定
を

伴
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
へ
の
参

加
を
令
和

9

年
度

ま
で

に
令

和
2
年

度
実

績
（

学
部

2
3
1
人

、
大

学
院

1
2
7
人

）
に

比

べ
て
増
加
さ
せ
る
。

【
目
標
⑥

⑧
再
掲
】

 

・
T
H
5
-
3
-
3
 

学
生

参
加
の

共
同

研
究
実

施
を

拡
充

す
る

。
（

学
生

参
加

の
共

同
研

究
実

施
数

を
令

和
9
年

度
ま

で
に

第
4
期

中
期

目
標

期
間

初

年
度
の
令
和

4
年
度
に
比
べ
て

増
加
さ
せ
る
。
）

 

  

・
T
M
6
 
深
い
専
門
性
の

涵
養

や
、
異
な

る
分
野
の
研
究

者
と

の
協
働
等
を
通
じ

て
、

研
究

者
と

し
て

の
幅

広
い

素
養

を
身

に
付

け
さ

せ
る

と
と

も
に

、
独

立

し
た

研
究

者
と

し
て

自
ら

の
意

思
で

研
究

を
遂

行
で

き
る

能
力

を
育

成
す

る

こ
と

で
、

ア
カ

デ
ミ

ア
の

み
な

ら
ず

産
業

界
等

、
社

会
の

多
様

な
方

面
で

求

め
ら
れ
、
活
躍
で
き

る
人
材
を

養
成
す
る
。
（
博
士

課
程
）
⑧

 

  

・
T
K
6
-
1
 
専
門
性
の
高

度
化

に
向
け
た
学
部
・
大
学

院
の
一

貫
性
あ
る
教
育
に
加

え
て
、
産

業
界
等
、

社
会

で
活

躍
で

き
る

実
践

的
な

能
力

や
新

た
な

価
値

創
造

を
も

た
ら

す
高

度
な

研
究

能
力

と
豊

か

な
学
識
を
備
え
た
人

材
を
養
成

す
る
た
め

幅
広
く
深

い
学
識
を

養
う
教
育
等
を
推
進

す
る
。
ま

た
、

卓
越
大
学
院
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
の

成
果
を
取
り
込
み

、
専
門
分
野

の
枠
を
超
え
た
教
育
・
研
究
指

導
を

推
進
す
る
。
こ
れ
ら

に
対
応
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
改
訂
に
取

り
組
む
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
6
-
1
-
1
 

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
の

検
証
及

び
改

訂
を

実
施

す
る

。
【

目
標

⑥
⑦
再
掲
】
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・
T
H
6
-
1
-
2
 
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
検
証
、
新

設
及
び
改
訂
を

実
施
す
る
。

【
目
標
⑥
⑦
再
掲
】

 

・
T
H
6
-
1
-
3
 

ア
カ

デ
ミ
ア

の
み

な
ら
ず

社
会

の
多

方
面

へ
の

進
路

先
の

割
合
を
増
や
す
。
（

進
路
別
修

了
者
な
ど
の
詳
細
な

状
況
把
握

の
上
、

ア
カ
デ
ミ
ア
以
外
（
国
際

機
関

、
企
業
、
起
業
者
等
）
の
進
路

先
へ
の

就
職

者
の

割
合

を
令

和
9
年

度
ま

で
に

第
4
期

中
期

目
標

期
間

初
年

度

の
令
和

4
年
度
に
比
べ
て
増
加

さ
せ
る
。

）
 

・
T
H
6
-
1
-
4
 

博
士

学
位
授

与
率

（
課
程

博
士

の
み

）
を

令
和

２
年

度
か

ら
1
0
％
以
上
向
上
さ

せ
る
。
（
名
古
屋
大
学
に
お
い

て
7
0
％
以
上
、
岐

阜
大
学
に
お
い
て

8
0
％
以
上
）

 

・
T
H
6
-
1
-
5
 

Q
T
A
制
度
・
G
S
I
（

G
r
a
d
u
a
t
e
 S
c
h
o
o
l
 

I
n
s
t
r
u
c
t
o
r
）
制

度
の

活
用

を
促

進
す

る
。

（
Q
T
A
・

G
S
I
の

取
得

者
数

を
令

和
9
年

度
ま

で
に
令
和

2
年
度
実
績
（

Q
T
A
6
人
）
に
比
べ
て
増
加

さ
せ
る
。

）
 

 ・
T
K
6
-
2
 

東
海

機
構

が
掲

げ
る

教
育

理
念

を
実

現
す

る
た

め
、

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
セ

ン
ト

ラ
ル

に
お

い
て
、
学
部
・
研
究

科
・
大
学

の
垣
根
を
超
え
、
視

野
を
広
げ

他
分
野
の
知
見
に
も

触
れ
る
な

ど
、

シ
ー
ム
レ
ス
な
リ
ベ

ラ
ル
・
ア

ー
ツ
教
育
、
数
理
・
デ
ー
タ
科

学
・

A
I
教
育
な
ど
の
コ
モ
ン
・
ベ
ー

シ
ッ
ク
ス
教
育
を
推

進
す
る
。

【
目
標
⑥
⑦
再
掲
】

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
6
-
2
-
1
 

東
海

機
構
が

掲
げ

る
教
育

理
念

を
実

現
す

る
人

材
育

成
の

取
組
の
企
画
立
案
を

行
う
た
め

の
体
制
を
構
築
す
る

。
【

目
標

⑥
⑦
再

掲
】

 

・
T
H
6
-
2
-
2
 

数
理

・
デ
ー

タ
科

学
・

A
I
教

育
の

大
学

院
に
お

け
る

実
施

を
強
化

す
る

。
（

数
理

・
デ

ー
タ

科
学

教
育

の
実

施
状

況
を

令
和

9
年

度
ま
で

に
令

和
2
年

度
実

績
（

受
講
者

数
8
3
名

）
に
比

べ
て

増
加

さ
せ

る
。
）
【
目
標
⑦
再

掲
】

 

・
T
H
6
-
2
-
3
 

大
学

院
に
お

け
る

英
語
で

の
授

業
の

実
施

を
強

化
す

る
。

（
英

語
で

の
授

業
科

目
割

合
を

令
和

9
年

度
ま

で
に

令
和

2
年

度
実

績

（
名
古
屋
大
学

5
3
%
）
、
令
和
元
年
度
実
績
（
岐
阜
大
学

1
1
%
）
に
比
べ

て
増
加
さ
せ
る
。
）

【
目
標
⑦

再
掲
】

 

・
T
H
6
-
2
-
4
 

視
野

を
広
げ

る
た

め
に
他

分
野

の
知

見
に

も
触

れ
る

授
業

な
ど

の
大

学
院

に
お

け
る

履
修

を
令

和
9
年

度
ま

で
に

令
和

2
年

度
実

績
（
名
古
屋
大
学

2
8
4
名
）
に
比
べ
て
増
加
さ
せ
る
。
【
目
標

⑦
再
掲
】
 

 ・
T
K
6
-
3
 

社
会

の
多

方
面

で
活

躍
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
た

め
、

企
業

、
自

治
体

等
と

連
携

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
作

成
や

実
践

的
な

社
会

課
題

を
題

材
と

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
等

の
産

官

学
共
創
教
育
を
推
進

す
る
。
【

目
標
⑥
⑦
再
掲
】

 

 

評
価
指
標

 
・

T
H
6
-
3
-
1
 

企
業

、
自
治

体
等

と
の
連

携
に

よ
り

実
施

し
た

プ
ロ

グ
ラ
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ム

を
強

化
す

る
。

（
実

世
界

デ
ー

タ
演

習
の

受
講

者
数

を
令

和
9
年

度

ま
で
に

令
和

2
年
度

実
績

（
6
9
名

）
に

比
べ

て
増

加
さ

せ
る

。
）

【
目

標
⑥
⑦
再
掲
】

 

・
T
H
6
-
3
-
2
 
単
位
認
定
を

伴
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
へ
の
参

加
を
令
和

9

年
度

ま
で

に
令

和
2
年

度
実

績
（

学
部

2
3
1
人

、
大

学
院

1
2
7
人

）
に

比

べ
て
増
加
さ
せ
る
。

【
目
標
⑥

⑦
再
掲
】

 

・
T
H
6
-
3
-
3
 

学
生

参
加
の

共
同

研
究
実

施
を

拡
充

す
る

。
（

学
生

参
加

の
共

同
研

究
実

施
数

を
令

和
9
年

度
ま

で
に

第
4
期

中
期

目
標

期
間

初

年
度
の
令
和

4
年
度
に
比
べ
て

増
加
さ
せ
る
。
）

【
目
標
⑦
再

掲
】

 
 

・
T
M
7
 
医
師
や
学
校
教

員
な

ど
、
特
定
の
職
業
に
就
く

人
材

養
成
を
目
的
と
し

た
課

程
に

お
い

て
、

当
該

職
業

分
野

で
必

要
と

さ
れ

る
資

質
・

能
力

を
意

識

し
、

教
育

課
程

を
高

度
化

す
る

こ
と

で
、

当
該

職
業

分
野

を
先

導
し

、
中

核

と
な
っ
て
活
躍
で
き

る
人
材
を

養
成
す
る
。
⑩

 

  

・
T
K
7
-
1
 

両
大

学
医

学
部

構
成

教
員

の
各

自
の

専
門

性
を

生
か

し
最

先
端

の
知

識
と

技
術

を
取

り
入

れ
た
医
師
養
成
課
程

を
実
現
す

る
た
め
、
両
大
学

医
学
部
に
お

け
る
教
育
の
共
有
化

を
進
め
、
医
師

に
必
要
な
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー

ツ
の
修
得
と
医
学
教
育

の
コ
ア
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
履
修

機
会
充
実

を
図

り
、
医
学
は
も
と

よ
り
広
い
視

野
と
豊
か
な
人
間
性

を
備
え
た

医
療
人
を
育
成
す
る

と
と
も
に

、
チ

ー
ム
医
療
の
中
核
人

材
で
あ
る

医
療
者
教
育
学
修
士

課
程
修
了

生
を
輩
出
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
7
-
1
-
1
 

全
学

の
教
養

教
育

に
加
え

、
医

学
と

関
連

あ
る

人
文

社
会

科
学
領
域
を
は
じ

め
と
す
る
異

分
野
の
科
目
を
導
入

す
る
。

 

・
T
H
7
-
1
-
2
 

両
大

学
で
共

有
す

る
医
学

教
育

の
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

係
る
授
業
（
講
義
・

実
習
）
の

科
目
数
を

５
科
目
に

す
る
。

 

・
G
H
7
-
1
-
3
 

岐
阜

大
学
に

お
い

て
第

４
期

中
期

目
標

期
間
に

お
け

る
医

療
者
教
育
学
修
士
課

程
修
了
者

数
の
累
計
を

3
6
名
以
上
に
す
る

。
 

 ・
T
K
7
-
2
 

両
大

学
の

間
で

教
職

課
程

の
質

保
証

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

、
ま

ず
双

方
の

教
育

学
部

で
未

来
型
教
職
科
目
を
開

発
し
こ
れ

を
組
み
込
ん
だ
学
部

間
共
同
教

職
課
程
を
設
置
す
る
。
こ
の

成
果
と

課
題

を
明

ら
か

に
し

た
上

で
教

育
学

部
以

外
の

他
学

部
を

含
め

た
教

職
課

程
の

授
業

科
目

の
共

同

実
施
の
検
討
を
進
め

、
地
域
の

中
核
と
な
っ
て
活
躍

で
き
る
教

員
養
成
の
基
盤
を
整

備
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
7
-
2
-
1
 

両
大

学
の
両

教
育

学
部
に

よ
り

構
築

し
た

教
職

課
程

の
質

保
証
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
点
検

・
改
善
を
実
施
す
る
。

 

・
T
H
7
-
2
-
2
 

両
大

学
の
両

教
育

学
部
に

お
い

て
両

大
学

の
教

員
が

参
画

す
る
教
職
科
目
や
共

同
で
開
発

し
た
教
材
を
用
い
る

教
職
科
目
（
未
来

型
教
職
科
目
）
を
実

施
す
る
。

 

・
G
H
7
-
2
-
3
 

岐
阜

大
学
に

お
い

て
、
教

育
学

部
学

生
の

教
員

採
用

試
験

受
験
率
・
教
員
就
職

率
の
向
上

に
つ
な
が
る
取
組
を

実
施
す
る

。
 

・
N
H
7
-
2
-
4
 

名
古

屋
大
学

に
お

い
て
、

教
育

学
部

学
生

を
対

象
に

教
職

の
意
義
の
理
解
を
深

め
る

取
組

を
実
施
す
る
。

 

 ・
T
K
7
-
3
 

獣
医

師
な

ど
地

域
社

会
や

全
国

・
海

外
で

活
躍

す
る

高
度

専
門

職
業

人
養

成
を

推
進

す
る

た
め
、
組
織
改
組
や

教
育
課
程

の
高
度
化
を
図
る
。
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評
価
指
標

 

 

・
T
H
7
-
3
-
1
 
国
際
通
用
性
の

あ
る
教
育
課
程
を
構

築
す
る
。

 

・
T
H
7
-
3
-
2
 

教
育

組
織
の

改
組

や
教
育

課
程

の
検

証
及

び
改

訂
を

実
施

す
る
。

 

  

・
T
M
8
 
学
生
の
海
外
派
遣
の

拡
大
や
、
優
秀
な

留
学
生
の
獲

得
と
卒
業
・
修
了

後
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
、

海
外

の
大

学
と

連
携

し
た

国
際

的
な

教
育

プ
ロ

グ

ラ
ム

の
提

供
等

に
よ

り
、

異
な

る
価

値
観

に
触

れ
、

国
際

感
覚

を
持

っ
た

人

材
を
養
成
す
る
。
⑫

 

  

・
T
K
8
-
1
 

両
大

学
が

培
っ

て
き

た
教

育
研

究
活

動
の

海
外

拠
点

や
連

携
を

基
点

と
し

、
ポ

ス
ト

コ
ロ

ナ
時
代
に
対
応
し
た

様
々
な
形

態
の
学
修
機
会
を
提

供
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り

、
優

秀
で
多
様
な
留
学
生

を
獲
得
す

る
と
と
も
に
、
学
生

の
海
外
派

遣
を
強
化
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
8
-
1
-
1
 

海
外

協
定

大
学

と
の

間
で

リ
ア

ル
と

バ
ー

チ
ャ

ル
を

組
み

合
わ

せ
、

I
C
T
を

活
用

し
た

双
方

向
の
教

育
研

究
交

流
を

推
進

・
強

化

す
る
（
ジ
ョ
イ

ン
ト
・
デ
ィ
グ

リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
績
を
踏

ま
え
た

産
学
官
の
連
携
と
し

て
の

S
D
G
s
勉
強
会
の
開
催
、
学
生
が

主
体

的
に
企

画
で

き
る

現
地

キ
ャ

ン
パ

ス
と

本
邦

キ
ャ

ン
パ

ス
を

効
果

的
に

組
み

合
わ

せ
た

テ
ー

ラ
ー

メ
イ

ド
型

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
な

留
学

の
推

進
、

I
C
T
を
利
用
し
た
短
期

交
換
留

学
の
実
施
）
。

 

・
T
H
8
-
1
-
2
 

危
機

管
理
マ

ニ
ュ

ア
ル
の

作
成

や
海

外
渡

航
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

改
修

な
ど

を
含

む
国

際
危

機
管

理
体

制
を

構
築

す
る

こ
と

に
よ

り
、
国
際
教
育
研
究

活
動
の
環

境
基
盤
を
整
備
す
る

。
 

・
T
H
8
-
1
-
3
 

ジ
ョ

イ
ン
ト

・
デ

ィ
グ
リ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
推

進
・

活
用

す
る
た
め
、
全

国
大
学
ジ
ョ
イ

ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
協
議

会
を
設
置
し
て
関
係

大
学
と
の

連
携
を
強
化
す
る
。

 

・
T
H
8
-
1
-
4
 

海
外

で
活
躍

す
る

様
々
な

人
材

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
な

ど
を

活
用
し
た
新
た
な
国

際
交
流
事

業
と
し
て
、
海
外
協
定
校

と
連

携
し
た

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
企
画
・
実
施
す
る
（

第
４
期

中
期
目
標
期
間
終
了

時
ま
で
に

４
件
／
年
度
の
実
施

）
。

 

・
T
H
8
-
1
-
5
 
海
外
留
学
・
研

修
（
海
外
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
を
含
む
）

を
経
験
す
る
学
生
数

を
倍
増
さ

せ
る
。

 

・
T
H
8
-
1
-
6
 

優
秀

な
留
学

生
獲

得
の
た

め
に

、
交

換
留

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
日

本
語

短
期

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

含
め

多
様

な
留

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実
施

す
る

な
ど

受
入

れ
方

策
を

拡
充

す
る

こ
と

で
、

令
和

9
年

度
の

受
入
留
学
者
数
（
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
も
の
を
含
む

）
を
コ
ロ

ナ
禍
以

前
と
な
る
令
和
元
年

度
と
比
べ

て
増
加
さ
せ
る

。
（
令
和

元
年

度
名
古

屋
大
学
：

2
,
6
9
6
名
，
岐
阜
大

学
：

3
6
5
名
）

 

 ・
T
K
8
-
2
 

外
国

人
留

学
生

と
日

本
人

学
生

の
共

修
な

ど
に

よ
り

、
国

際
的

な
感

覚
を

も
っ

て
地

域
、

日
本
さ
ら
に
人
類
社

会
の
発
展

に
貢
献
す
る
多
様
な

人
材
を
育

成
す
る
た
め
の
教
育

を
実
施
す

る
。
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評
価
指
標

 

 

・
T
H
8
-
2
-
1
 

海
外

派
遣
の

推
進

及
び
多

文
化

理
解

を
深

め
る

た
め

の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

開
発
・
実

施
す
る
。

 

・
T
H
8
-
2
-
2
 

学
生

の
意
欲

喚
起

や
就
職

支
援

に
つ

な
が

る
よ

う
に

、
国

際
経
験
を
可
視
化
し

て
評
価
す

る
仕
組
み
を
構
築
す

る
。

 

・
T
H
8
-
2
-
3
 
両
大
学
の
国
際

関
連
科
目
の
相
互
受

講
を
推
進

す
る
。（

令

和
9
年

度
に

お
け

る
国

際
関
連

科
目
数

を
令

和
3
年

度
実

績
（

3
科

目
）

と
比
べ
て
倍
増
）

 

・
T
H
8
-
2
-
4
 

外
国

人
留
学

生
と

日
本
人

学
生

の
交

流
の

場
を

提
供

し
、

文
化

的
な

交
流

イ
ベ

ン
ト

等
を

定
期

的
に

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
る

国
際
的
な
共
修
環
境

を
整
備
す

る
。

 

・
T
H
8
-
2
-
5
 

国
際

的
視
点

及
び

語
学
力

を
有

す
る

職
員

の
育

成
を

一
体

的
に
実
施
す
る
仕
組

み
を
構
築

す
る

。
 

・
T
H
8
-
2
-
6
 

留
学

生
に
対

す
る

日
本
国

内
、

特
に

東
海

地
域

で
の

就
職

支
援
活
動
を
強
化
す

る
。

 

（
留
学
生
を
対
象
と

し
た
企
業

と
の
交
流
会

 
1
回
/
年
、

 

日
本
企
業
の
理
解
を

深
め
る
キ

ャ
リ
ア
教
育

 
4
回

/
年
、

 

留
学
生
を
対
象
と
し

た
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
説
明
会

 
1
回

/
年

 

（
第
4
期
中
期
目
標
期

間
中

 
毎
年
度
）
）

 

   

３
 
研
究

 

・
T
M
9
 
真
理
の
探
究
、
基

本
原
理
の
解
明
や
新
た

な
発
見
を

目
指
し
た
基
礎
研

究
と

個
々

の
研

究
者

の
内

在
的

動
機

に
基

づ
い

て
行

わ
れ

る
学

術
研

究
の

卓

越
性

と
多

様
性

を
強

化
す

る
。

併
せ

て
、

時
代

の
変

化
に

依
ら

ず
、

継
承

・

発
展
す
べ
き
学
問
分

野
に
対
し

て
必
要
な
資
源
を
確

保
す
る
。

⑭
 

  

３
 
研
究
に
関
す
る

目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
措
置

 

・
T
K
9
-
1
 

卓
越

し
た

学
術

研
究

を
推

進
し

、
併

せ
て

各
大

学
の

強
み

・
特

色
あ

る
分

野
を

中
心

に
学

問
分
野
の
多
様
性
に

つ
い
て
も

強
化
を
図
る
。
そ
の
た

め
に
、
I
R
を
活
用
し
た
研
究

力
分
析
と

、
そ

の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
く
両
大

学
の
研
究
環
境
・
支
援

体
制
を

整
備
す
る
。
特
に
、
両
大

学
に

設
置

さ
れ
た
高
等
研
究
院

を
通
じ
、

時
代
の
変
化
に
揺
る

が
な
い
基

盤
的
学
問
分
野
へ
の

支
援
を
行

う
。
 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
9
-
1
-
1
 

卓
越

性
を
担

保
す

る
た
め

の
研

究
指

標
（

東
海

機
構

全
体

の
年
間
平
均
）
に
つ

い
て
以
下

の
数
値
目
標
を
達
成

す
る
。

 

(
1
)
教
員
当
た
り

の
科

研
費
採

択
件
数
：

0
.
8
件

 

(
2
)
教
員
当
た
り
の
科

研
費
採

択
金
額
：

4
0
0
万
円
以
上

 

(
3
)
国
際
共
著
論
文
割

合
：

3
5
％

 

・
T
H
9
-
1
-
2
 

充
実

し
た
研

究
環

境
を
整

備
す

る
。

（
必

要
な

研
究

ス
ペ

ー
ス
の
配
分
数
（
令
和

2
年
度

実
績
：
名
古
屋
大
学

1
1
件
、
岐
阜
大
学

9

件
）
や

U
R
A
の

人
数

（
令

和
2
年

度
実
績

：
名

古
屋

大
学

令
和

2
年

度
末

時
点
で

4
7
名

、
岐
阜

大
7
名
）

を
第

4
期

末
ま
で

に
令

和
2
年

度
実

績
に

比
べ
て
増
加
さ
せ
る

。
）

【
目

標
②
⑯
再
掲
】

 

・
T
H
9
-
1
-
3
 
科
研
費
等
競
争

的
経
費

に
つ
い
て

、
U
R
A
が
主
導
し
て
申
請

か
ら
採
択
後
に
至
る

ま
で
包
括

的
な
支
援
を
強
化
す

る
こ
と
に

よ
り
、
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採
択
率

を
第

4
期

末
ま

で
に
第

3
期

実
績

（
令

和
2
年

度
実

績
：

名
古

屋

大
学

3
0
.
7
％
、
岐
阜
大

学
2
4
.
9
％
）
と
比
べ
て
向
上

さ
せ
る

。
 

・
T
H
9
-
1
-
4
 
高
等
研
究
院

に
よ
る
研
究
支
援
（

Y
L
C・

創
発
研
究
支
援
事

業
に
採

択
さ

れ
た

者
へ

の
創

発
の

場
の

形
成

（
令

和
2
年

度
実

績
：

共

同
研
究
助
成

2
件
）
、
研
究
ス
ペ
ー
ス
の
配
分
（
令
和

2
年
度

実
績
：
2
0

件
）
、

外
国

人
P
I
招
聘

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
る

資
金

援
助

（
令

和
2
年

度

実
績
：

1
件

）
等

）
の

対
象
件

数
を
第

4
期

末
ま

で
に

第
3
期

実
績

と
比

べ
て
増
加
さ
せ
る

。
 

 ・
T
K
9
-
2
 

研
究

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
と

投
資

計
画

な
ど

に
応

じ
て

、
時

代
の

趨
勢

に
よ

ら
ず

継
承

す
べ

き
基

礎
的

な
学

問
分

野
や

今
後

発
展

が
見

込
ま

れ
る

学
問

分
野

な
ど

に
対

し
て

全
体

最
適

な
資

源

配
分
を
行
う
と
と
も

に
、
各
教

員
を
適
切
に
評
価
し

待
遇
改
善

に
結
び
つ
け
、
併

せ
て
東
海
機

構
や

各
大
学
に
お
い
て
顕

彰
を
行
う

。
 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
9
-
2
-
1
 

部
局

と
東
海

機
構

執
行
部

の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

で
あ

る
中

長
期

ビ
ジ

ョ
ン

を
活

用
し

、
適

切
な

研
究

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

構
築

し
、
資
源
配
分
（
人
事
ポ
イ
ン

ト
、
運
営
費
交
付
金
な
ど
）
を

実
施
す

る
。

 

・
N
H
9
-
2
-
2
 

競
争

的
経
費

獲
得

に
対
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

制
度

、
出

版
助
成
、
科
研
費
等
外
部

資
金

獲
得
推
進
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト

等
補
助

支
援
を
継
続
運
用
す

る
。

（
名

古
屋
大
学
）

 

・
T
H
9
-
2
-
3
 

透
明

性
が
高

く
、

各
々
の

学
問

分
野

に
応

じ
た

教
員

評
価

シ
ス
テ
ム
を
運
用
す

る
。

 

・
T
H
9
-
2
-
4
 

東
海

機
構
及

び
各

大
学
で

定
め

た
賞

に
よ

る
顕

彰
を

実
施

す
る
。
東
海
機
構
に

お
い
て
は

、
新
た
な
賞
を
制
定

す
る
と
と

も
に
、

既
存
の
名
古
屋
大
学

の
水
田
賞

、
赤
崎
賞
、
石
田
賞
、
岡
本
若

手
奨
励

賞
、
岐
阜
大
学
の
学

長
表
彰
制

度
な
ど
も
引
き
続
き

実
施
す
る

。
 

  ・
T
K
9
-
3
 

研
究

の
卓

越
性

を
強

化
す

る
た

め
に

、
エ

フ
ォ

ー
ト

管
理

を
柔

軟
に

行
う

と
と

も
に

、
バ

イ
ア
ウ
ト
制
度
を
活

用
す
る
等

研
究
者
が
研
究
に
専

念
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る

。
ま
た
、
サ

バ
テ

ィ
カ
ル
制
度
を
積
極

的
に
利
用

し
て
も
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ

う
に
、
学
内
の
制
度
や
環
境

な
ど
の

改
革
を
行
う
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
9
-
3
-
1
 

競
争

的
研
究

費
に

お
け
る

制
度

改
善

を
実

施
す

る
。

（
P
I

人
件
費
、
バ
イ

ア
ウ
ト
制
度
を

運
用
し
、
利
用

件
数
や
拠
出
さ

れ
た
財

源
の
活
用
状
況
等
に

基
づ
き
「

P
I
人
件
費
制
度
の
運

用
及
び
拠

出
さ
れ

た
財
源
の
活
用
方
針

」
等
の
見

直
し
を
実
施
す
る
。

）
 

・
T
H
9
-
3
-
2
 

経
営

資
源
の

適
切

な
配
分

の
た

め
以

下
の

取
組

を
実

施
す
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る
。

 

(
1
)
ポ
イ
ン
ト
制
を
活

用
し
た

ト
ー
タ
ル
バ
ジ
ェ
ッ

ト
で
の
資

源
配
分

 

(
2
)
中

長
期

ビ
ジ

ョ
ン

に
基

づ
き

必
要

と
さ

れ
る

資
源

を
必

要
分

配

分
、
成
果
に
基
づ
く

指
標
を
活

用
し
た
資
源
配
分

 

(
3
)
名

古
屋

大
学

に
お

け
る

Y
L
C
を

中
心

と
し

た
大

学
全

体
で

の
研

究

専
念
特
任
教
員
の
配

置
（

Y
L
C
年
間
8
名
か
ら

1
0
名
に
増
員
。

）
 

・
T
H
9
-
3
-
3
 

サ
バ

テ
ィ
カ

ル
実

施
数
（

東
海

機
構

全
体

の
３

年
間

平
均

実
績
）
を
２
倍
に
す

る
。

 

  

・
T
M
1
0
 

地
域

か
ら

地
球

規
模

に
至

る
社

会
課

題
を

解
決

し
、

よ
り

良
い

社
会

の

実
現

に
寄

与
す

る
た

め
、

研
究

に
よ

り
得

ら
れ

た
科

学
的

理
論

や
基

礎
的

知
見

の
現

実
社

会
で

の
実

践
に

向
け

た
研

究
開

発
を

進
め

、
社

会
変

革
に

つ
な

が
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出
を
目

指
す
。
⑮

 

  

・
T
K
1
0
-
1
 
東
海
機
構
内
の
リ

ソ
ー
ス
を
フ
ル
に
活

用
し
て
学

際
的
体
制
を
構
築
し

、
産
学
官

連
携
等

を
通
し
て
、
脱
炭
素

社
会
の
実

現
な
ど
、
S
D
G
s
を
は
じ
め
と
す

る
、
地
域
か
ら
地
球
規

模
の
社

会
課

題
に
取
り
組
む
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
0
-
1
-
1
 
民
間
資
金
年
間

受
入
額
を

8
0
億
円
と
す
る
。

 

・
T
H
1
0
-
1
-
2
 
共
同
研
究
講
座

の
開
設
数
を

7
0
と
す
る
。

 

・
T
H
1
0
-
1
-
3
 
地
域
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
数
を
年
間

5
0
と
す
る
。

 

・
T
H
1
0
-
1
-
4
 
脱
炭
素
関
連
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数

を
年
間

5
0
と
す
る
。
 

・
T
H
1
0
-
1
-
5
 

部
局

・
大

学
を

横
断

し
た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
数

を
年

間
4
0
0

と
す
る
。

 

 ・
T
K
1
0
-
2
 
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

推
進
組
織
を
整
備
し

、
東
海
地

域
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
エ
コ
シ

ス
テ
ム

拠
点
に
お
け
る
地
域

大
学
群
の

中
枢
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

創
出
を
加
速
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
0
-
2
-
1
 
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
（

e
n
t
r
e
p
r
e
n
e
u
r
s
h
i
p
）
教

育
年

間
受

講
者

数
を

東
海

機
構

内
合

計
で

2
,
0
0
0
人

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ

プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
拠

点
内
合
計

で
8
,
0
0
0
人
と
す
る
。

 

・
T
H
1
0
-
2
-
2
 
第

４
期
中
期
目

標
期
間
に
お
け
る
ス

タ
ー
ト
ア

ッ
プ
起
業

数
の

累
計

を
東

海
機

構
内

合
計

で
2
0
0
社
、

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
エ

コ
シ

ス
テ
ム
拠
点
内

合
計

で
2
8
0
社
と
す
る
。

 

  

・
T
M
1
1
 

産
業

界
等

と
の

連
携

・
共

同
に

よ
り

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
多

様
化

や
流

動
性

の
向

上
を

図
り

、
博

士
課

程
学

生
や

ポ
ス

ト
ド

ク
タ

ー
を

含
め

た
若

手

研
究

者
が

、
産

学
官

の
枠

を
越

え
た

国
内

外
の

様
々

な
場

に
お

い
て

、
自

ら

の
希

望
や

適
性

に
応

じ
て

活
躍

し
そ

の
能

力
を

最
大

限
発

揮
で

き
る

環
境

を

構
築
す
る
。
⑯

 

 

・
T
K
1
1
-
1
 
優
秀
な
博
士
人
材

を
輩
出
し
、
国
内
外
の

様
々
な

場
で
の
活
躍
を
促
進

す
る
た
め

、
産
業

界
等
と
の
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
を

活
用
し
、
博
士
後
期
課
程
学

生
及
び
博
士
号
所
持
者

へ
の
キ
ャ

リ
ア

パ
ス
支
援
を
充
実
さ

せ
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
1
-
1
-
1
 
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

支
援
に
係
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参

加
す
る
博

士
後

期
課

程
学

生
数

を
年

間
5
0
0
人

、
参

画
企

業
等

の
数

を
年

間
1
0
0
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件
と
す
る
。

 

・
T
H
1
1
-
1
-
2
 
博
士
後
期
課
程

修
了
者
・
博
士
号
所
持
者
の
企

業
等
ア
カ

デ
ミ
ア
以
外
へ
の
就

職
数
を
年

間
2
0
0
人
と
す
る
。

 

・
T
H
1
1
-
1
-
3
 
ア
カ
デ
ミ
ア
の

み
な
ら
ず
社
会
の
多

方
面
へ
の

進
路
先
の

割
合
を
増
や
す
。

（
進
路
別
修

了
者
な
ど
の
詳
細
な

状
況
把
握

の
上
、

ア
カ
デ
ミ
ア
以
外
（
国
際

機
関

、
企
業
、
起
業
者
等
）
の
進
路

先
へ
の

就
職

者
の

割
合

を
令

和
9
年

度
ま

で
に

第
4
期

中
期

目
標

期
間

初
年

度

の
令
和

4
年
度
に
比
べ
て
増
加

さ
せ
る
。
）

【
目
標

⑧
再
掲
】

 

・
T
H
1
1
-
1
-
4
 
修
了

時
の
学
位

取
得
及
び
満
期
退
学

の
学
生
の

キ
ャ
リ
ア

捕
捉
率
を
第

4
期
末
ま
で
に
第

3
期
実
績
（
名
古
屋
大
学

:
令
和

2
年
度

9
4

％
、

岐
阜

大
学

:
令
和

2
年

度
9
1
.
3
%
）

と
比

べ
て

増
加

さ
せ

る
と

と
も

に
、
継
続
し
て
そ
の

後
の
キ
ャ

リ
ア
の
捕
捉
に
努
め

る
。

 

・
T
H
1
1
-
1
-
5
 
博
士

前
期
・
後

期
課
程
学
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ

ッ
プ
（
企

業
と
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
）

参
加
数
を
年
間

3
0
人
と
す
る
。

 

 ・
T
K
1
1
-
2
 
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ

ッ
ク
制
度
や
ポ
イ
ン

ト
制
等
を

活
用
し
、
若
手
研
究
者

の
雇
用

を
促
進

す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
1
-
2
-
1
 
若
手
教
員
比

率
を
向
上
さ
せ
る
。
（
名
古
屋
大

学
に
お
い

て
は

3
0
％
以
上
、
岐
阜
大
学
に

お
い
て
は

2
5
％
以
上
に
す
る
。

）
 
 

・
T
H
1
1
-
2
-
2
 
テ
ニ
ュ
ア
・
ト

ラ
ッ
ク
制
度
に
よ
る

テ
ニ

ュ
ア

獲
得
者
数

（
東
海
機
構
全
体
の

３
年
間
平

均
）
を

3
0
名
と
す
る
。

 

 ・
T
K
1
1
-
3
 
世
界
最
先
端
研
究

拠
点
へ
と
つ
な
が
る

萌
芽
的
研

究
グ
ル
ー
プ
の
構
築

、
若
手
ト

ッ
プ
レ

ベ
ル
人
材
育
成
な
ど

を
通
じ
て

、
次
世
代
の
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ

ル
研
究
を
育
て
る
。
【
目

標
②

再
掲
】
 

 

評
価
指
標

 

 

・
N
H
1
1
-
3
-
1
 
次
世
代
最
先

端
研
究
拠
点
（

W
P
I
-
n
e
x
t
）
か
ら
段
階
的
に

世
界
最
先
端
研
究
拠

点
へ
と
移

行
し
つ
つ
、
次
世
代
最
先

端
研

究
拠
点

の
数
を
６
ユ
ニ
ッ
ト

程
度
に
保

つ
。
【
指
定
国
工
程
表
】
【
目

標
②
再

掲
】

 

・
T
H
1
1
-
3
-
2
 
第

４
期
中
期
目

標
期
間
に
お
け
る

若
手
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム

Y
L
C
採

用
枠

を
東

海
機

構
全

体
で

5
5
名
程

度
ま

で
増

員
す

る
。

（
名

古

屋
大
学
に
お
い
て
は

5
0
名
程
度
【
指
定
国
工
程
表
】
、
岐
阜
大

学
に
お

い
て
は
５
名
程
度
）

【
目
標
②

再
掲
】

 

・
T
H
1
1
-
3
-
3
 
若
手
新
分
野
創

成
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
数

を
1
8
ユ
ニ
ッ
ト
に
す

る
。（

名
古
屋
大

学
に
お
い
て
は

1
6
ユ
ニ
ッ
ト
程
度
【

指
定
国
工

程
表
】
、

岐
阜
大
学
に
お
い
て

は
２
ユ
ニ

ッ
ト
程
度
）
【
目
標

②
再
掲
】

 

・
T
H
1
1
-
3
-
4
 
充
実
し
た
研

究
環
境
を
整
備
す
る
。
（
必
要
な

研
究
ス
ペ

ー
ス
の
配
分
数
（
令
和

2
年
度

実
績
：
名
古
屋
大
学

1
1
件
、
岐
阜
大
学

9
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件
）
や

U
R
A
の

人
数

（
令

和
2
年

度
実
績

：
名

古
屋

大
学

令
和

2
年

度
末

時
点
で

4
7
名

、
岐
阜

大
7
名
）

を
第

4
期

末
ま
で

に
令

和
2
年

度
実

績
に

比
べ
て
増
加
さ
せ
る

。
）

【
目

標
②
⑭
再
掲
】

 

・
T
H
1
1
-
3
-
5
 
博
士
後
期
課

程
学
生
へ
の
支
援
策
を

拡
充
す
る

。
（
名
古

屋
大
学

 
入
学
料
・

授
業
料
免

除
（
令
和

2
年
度
実
績
：

1
,
4
3
4
人
）
、

各
種
奨
学
金
（

J
A
S
S
O
奨
学
金

、
民

間
奨

学
金

）
（

令
和

2
年

度
実

績
：

2
2
4
人

）
、

Q
T
A
（

Q
u
a
l
i
f
i
e
d
T
A
）

/
G
S
I
（

G
r
a
d
u
a
t
e
 
S
c
h
o
o
l
 

I
n
s
t
r
u
c
t
o
r
）
制
度
（
令
和

2
年
度
実
績
：
6
人
）
）
、
岐
阜
大
学

 
入

学
料
・
授
業
料
免
除
（

令
和

2
年
度
実
績
：
の
べ

1
1
3
人
）
、
各
種
奨
学

金
（

J
A
S
S
O
奨
学

金
、

民
間

奨
学

金
）
（

令
和

2
年
度

実
績

：
8
人

）
、

融
合
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ
プ
、
融
合
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア

次
世
代

研
究
事
業
と
い
っ
た

令
和

3
年
度
に
お
け
る
支
援
策

に
加
え
て

、
令
和

9

年
度
ま
で
に
、
新
た
な
支
援
策

を
拡
充
さ
せ
る
と
と

も
に
、
支

援
対
象

学
生
数
（
令
和

2
年
度
比
）
を

増
加
さ
せ
る
。
）

【
目
標
②
再

掲
】

 

  

・
T
M
1
2
 

若
手

、
女

性
、

外
国

人
な

ど
研

究
者

の
多

様
性

を
高

め
る

こ
と

で
、

知

の
集

積
拠

点
と

し
て

、
持

続
的

に
新

た
な

価
値

を
創

出
し

、
発

展
し

続
け

る
た

め
の
基
盤
を
構
築
す

る
。
⑰

 

  

・
T
K
1
2
-
1
 
多
様
な
人
材

が
切

磋
琢
磨
す
る
競
争
環

境
の
醸
成

に
向
け
て
、
若
手
、
女
性
、
外

国
人
な

ど
の
雇
用
を
促
進
す

る
。
そ
の

た
め
の
イ
ン
セ

ン
テ

ィ
ブ
制
度

を
整
備
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
2
-
1
-
1
 
若
手
教
員
比

率
を
向
上
さ
せ
る
。
（
名
古
屋
大

学
に
お
い

て
は

3
0
％
以
上
、
岐
阜
大
学
に

お
い
て
は

2
5
％
以
上
に
す
る
。
）
【
目

標
⑯
再
掲
】

 

・
T
H
1
2
-
1
-
2
 
女
性
教
員
比

率
を
増
加
さ
せ
る
。
（
名
古
屋
大

学
に
お
い

て
は

6
％
増
加
、
岐
阜

大
学
に

お
い
て
は

４
％
増
加

さ
せ
る
。

）
 

・
T
H
1
2
-
1
-
3
 
外
国
人
教
員
比

率
を

１
％
増
加
さ
せ

る
。

 

・
T
H
1
2
-
1
-
4
 
国
内
外
に
お
け

る
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン

ト
メ
ン
ト

制
度
の
活

用
数
（
東
海
機
構
全

体
の
年
間

平
均
）
を

2
0
件
と
す
る
。

 

・
T
H
1
2
-
1
-
5
 
若
手
・
女
性
研

究
者
の
比
率
を
向
上

さ
せ
る
た

め
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を

強
化
し
実

施
す
る
。

 

 ・
T
K
1
2
-
2
 
男
女
共
同
参

画
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
を

更
に
発
展
す
べ
く
、
環
境

整
備

、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
向
上
、
優
秀
な
女
性
教
員
育

成
の
た
め

の
博
士
課
程
学
生
や

ポ
ス
ト
ド

ク
タ

ー
等
の
女
子
学
生
比

率
の
向
上

、
意
思
決
定
部
門
に

お
け
る
意

識
の
啓
発
な
ど
を
推

進
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
2
-
2
-
1
 
女
性
研
究
者
の

研
究
力
向
上
の
た
め

、
女
性
を

対
象
と
し

た
英
文
校
閲
費
用
助

成
事
業
（

年
2
0
件
程
度
）
を
実
施
し
、
ま

た
、
意

識
改
革
の
た
め
の
研

修
（
年

１
、
２
回
程
度
）
を
実

施
す
る
。

 

・
T
H
1
2
-
2
-
2
 
学
生
・
研
究
員
・
若
手
教
員
・
上
位

職
な
ど
あ

ら
ゆ
る
階

層
（
学

生
・

教
職

員
）

に
お

け
る

女
性

比
率

を
令

和
3
年

度
実

績
よ

り
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５
％
向
上
さ
せ
る
。

 

・
T
H
1
2
-
2
-
3
 
教
育
研
究
評
議

会
な
ど
意
思
決
定
機

関
に
お
け

る
女
性
ク

ォ
ー
タ
設
定
を
向
上

さ
せ
、
教

育
研
究
評
議
会
に
つ

い
て
は
将

来
的
に

3
0
％
以
上
に
す
る
。

女
性
教
員

の
割
合
を
現
在
よ
り

増
や
す
。

 

    

４
 
そ
の
他
社
会
と

の
共
創
、

教
育
、
研
究
に
関
す

る
重
要
事

項
 

 ・
T
M
1
3
 

国
内

外
の

大
学

や
研

究
所

、
産

業
界

等
と

の
組

織
的

な
連

携
や

個
々

の
大

学
の

枠
を

超
え

た
共

同
利

用
・

共
同

研
究

、
教

育
関

係
共

同
利

用
等

を

推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
ら

が
有
す
る
教
育
研
究

イ
ン
フ
ラ

の
高
度
化
や
、

単
独

の
大

学
で

は
有

し
得

な
い

人
的

・
物

的
資

源
の

共
有

・
融

合
に

よ
る

機

能
の
強
化
・
拡
張
を

図
る
。
⑱

 

  

４
 
そ
の
他
社
会
と

の
共
創
、
教
育
、
研
究

に
関

す
る
重
要
事

項
に
関
す
る
目
標
を

達
成
す
る

た
め
の
措

置
 

・
T
K
1
3
-
1
 
両
大
学
の
強
み
の

あ
る
分
野
が
連
携
し

、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト
ラ

ル
等
を
活

用
し
、

大
学
の
枠
を
超
え
相

互
の
リ
ソ

ー
ス
を
活
か
し
た
教

育
研
究
を

推
進
す
る
。
機
構
教
育
研
究

推
進
等

組
織
に
つ
い
て
も
強

化
・
拡
張

を
図
り
、
新
た
な
組

織
の
設
置

と
強
化
を
行
う
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
3
-
1
-
1
 
機
構
教
育
研
究

推
進
等
組
織
の
数
を

新
規
に

２
拠
点
追
加

す
る
と
と
も
に
、
当
該
組

織
に

参
画
す
る
教
員
数
を

２
割
以
上

増
員
さ

せ
る
。

 

・
T
H
1
3
-
1
-
2
 
両
大
学
の
研
究

者
に
よ
る
共
同
研
究

実
績
に
つ

い
て
以
下

の
数
値
目
標
を
達
成

す
る
。

 

(
1
)
共
著
論
文
数
：
年

間
1
0
0
件

 

(
2
)
共
同
で
の
研
究
費

の
獲
得

数
：
年
間

2
0
件

 

・
T
H
1
3
-
1
-
3
 
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
を
中
心
と
し
た

大
学
の
枠

を
超
え
た
相
互
の
リ

ソ
ー
ス
活

用
に
よ
る
教
育
を
実

施
す
る
。

 

 ・
T
K
1
3
-
2
 
両
大
学
の
教
育
イ

ン
フ
ラ
の
高
度
化
の

た
め
、
東

海
機
構
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
棟

を
整
備

し
、
デ
ジ
タ
ル
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ

ィ
構
想
を
確
立
・
推

進
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
3
-
2
-
1
 
東
海
機
構
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
棟
の

教
育
コ
ン

テ
ン
ツ
及

び
ツ
ー
ル
を
開
発
す

る
。

 

・
T
H
1
3
-
2
-
2
 
デ
ジ
タ
ル
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
構
想
を

推
進
し
、
第

４
期
中

期
目
標
期
間
に
お
い

て
、
機
構

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
者

の
数
の
累

計
を
倍

増
さ
せ
る
。

 

 ・
T
K
1
3
-
3
 
既
存
の
共
同
利
用

・
共
同
研
究
拠
点

、
ま
た
複
数

大
学
間
連
携
を
進
め

る
事
業
の

組
織
・

機
能
を
強
化
し
、
研
究
分
野
の

中
核
と
し
て
当
該
分

野
を
発
展

さ
せ
る
と
と
も
に

、
東
海
機
構

の
機

能
強
化
に
資
す
る
役

割
と
国
際

的
な
ハ
ブ
と
し
て
の

役
割
を
果

た
す
。
ま
た

、
産
業
界
と
と

も
に
新

た
な
先
端
研
究
開
発

の
た
め
の

産
学
官
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
組

織
し
、
設
備
の
共
用
化
を
図

る
と
と

も
に
共
同
利
用
・
共

同
研
究
を

推
進
す
る
。
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法
人
番
号
：

9
1
 

- 
2

0
 -

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
3
-
3
-
1
 
共
同
利
用
・
共

同
研
究
拠
点
で
の
実

績
（
共
同

研
究
数
、

研
究
集
会
数
、
国
際
会
議
数
、
外
国
人
研
究
者
招
聘

数
、
海
外

へ
の
派

遣
数
な
ど
）
を
増
加

さ
せ
る
。

 

・
T
H
1
3
-
3
-
2
 
産
学
官
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
の
数
を

1
5
と
す
る
。

 

・
T
H
1
3
-
3
-
3
 
企
業
と
の
受
託
・
共
同
研
究
の
受
入
数
を
年
間

1
,
2
0
0
件
、

受
入
金
額
を
年
間

8
0
億
円
と
す

る
。

 

・
T
H
1
3
-
3
-
4
 
企
業
と
の
ク
ロ

ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

ト
数
を
年

間
5
0
件
と

す
る
。

 

・
T
H
1
3
-
3
-
5
 

学
外

か
ら

の
機

器
利

用
及

び
受

託
解

析
の

件
数

を
年

間

5
0
0
件
と
す
る
。

 

  

・
T
M
1
4
 

世
界

の
医

学
・

医
療

研
究

を
主

導
し

、
最

新
の

知
見

を
活

か
し

て
質

の
高

い
医

療
を

安
全

か
つ

安
定

的
に

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
持

続
可

能
な

地

域
医

療
体

制
の

構
築

に
寄

与
す

る
と

と
も

に
、

医
療

分
野

を
先

導
し

、
中

核

と
な
っ
て
活
躍
で
き

る
医
療
人

を
養
成
す
る
。
（
附

属
病
院
）

⑳
 

  

・
T
K
1
4
-
1
 
東
海
機
構
内
大

学
附
属
病
院
の
医
療
デ

ー
タ
統
合

に
よ
り
二
大
学
連
携

臨
床
研
究

を
推
進

し
て
創
薬
・
医
療
機
器
の

シ
ー

ズ
を
創
出
し
、
さ
ら
に
東

海
機

構
内
医
薬
系
部
局
、
獣
医
、
工

学
系

部
局
及
び
国
内
外
の

研
究
機
関

と
の
連
携
を
推
進
し

て
前
臨
床

研
究
に
発
展
さ
せ
、
標
準
治

療
の
策

定
を
目
指
し
た
地
域

一
体
型
臨

床
研
究
体
制
を
構
築

す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
4
-
1
-
1
 
第

４
期
中
期
目

標
期
間
に
お
け
る
創

薬
・
医
療
機
器
に
関

す
る
発
案
シ
ー
ズ
数

の
累
計
を

6
0
件
以
上
に
す
る
。

 

・
T
H
1
4
-
1
-
2
 

国
内

外
他

施
設

と
の

共
同

研
究

数
を

年
間

で
国

際
共

著

3
0
0
報
、
国
内
共
著

1
,
0
0
0
報
に
す
る
。

 

・
T
H
1
4
-
1
-
3
 
前
臨
床
研
究
推

進
セ
ン
タ
ー
を
構
築

す
る
。

 

 ・
T
K
1
4
-
2
 
地
域
医
療
の
指
導

的
中
核
病
院
と
し
て
、
院
内
の

適
切
な
臨
床
倫
理
審

査
の
下
、
新
規
治

療
法
、
高
難
度
治
療
、
技
術
革

新
の
成
果
を
積
極
的

に
導
入
す

る
と
と
も
に
、
質
・
安
全
管
理

部
門

の
指
導
の
下
、
病
院

全
体
の
安

全
文
化
を
醸
成
し
、

医
療
の
質

と
患
者
の
安
全
を
確

保
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
4
-
2
-
1
 
第

４
期
中
期
目

標
期
間
に
お
け
る
臨

床
倫
理
審

査
数
（
高

難
度
新
規
医
療
技
術

審
査
数
）

の
累
計
を

1
2
0
件
以
上
に
す
る

。
 

・
T
H
1
4
-
2
-
2
 
高
難
易
度
治

療
（
保
険
点
数

3
0
,
0
0
0
点
以
上
）
実
施
数
を

年
間

9
,
0
0
0
件
以
上
に
す
る
。

 

・
T
H
1
4
-
2
-
3
 

公
式

管
理

Q
I
（

Q
u
a
l
i
t
y
 
I
n
d
i
c
a
t
o
r
）

指
標

に
よ

る
医

療
の
質
を
向
上
さ
せ

る
。

 

・
T
H
1
4
-
2
-
4
 
最
高
質
安
全

責
任
者
（

C
Q
S
O
）
養
成
者
数
を
年

間
８
人
以

上
に
す
る
。

 

 ・
T
K
1
4
-
3
 
D
X
時
代
の
ス
マ
ー

ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
お

い
て
中
核

と
な
っ
て
働
く
医
療

人
を
育
成

す
る
た

め
、
医
療

A
I
教
育
、
カ

ダ
バ
ー
（

C
a
d
a
v
e
r
:

 
献
体
さ
れ
た
ご
遺

体
）
及
び
メ

デ
ィ
カ
ル

x
R（

a
u
g
m
e
n
t
e
d 

r
e
a
l
i
t
y
 
(
A
R
)
,
 
v
i
r
t
u
a
l
 
r
e
a
l
i
t
y
 
(
V
R
)
,
 
m
i
x
e
d
 
r
e
a
l
i
t
y
 
(
M
R
)
,
 
s
u
b
s
t
a
n
t
i
a
l
 
r
e
a
l
i
t
y 

258



法
人
番
号
：

9
1
 

- 
2

1
 -

 

 

(
S
R
)
）
を
利
用
し
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
技
術
獲

得
支
援
を
行
い
、
リ
サ
ー
チ
マ

イ
ン

ド
、
専
門
技
能
を
持

つ
医
療
人

材
を
育
成
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
4
-
3
-
1
 
第

４
期
中
期
目

標
期
間
に
お
け
る
医

療
A
I
教
育
履
修
者
数

の
累
計
を

1
2
0
名
以
上
に
す
る

。
 

・
T
H
1
4
-
3
-
2
 

カ
ダ

バ
ー

ト
レ

ー
ニ

ン
グ
受

講
者

数
を

年
間

1
2
0
名

以
上

に
す
る
。

 

・
N
H
1
4
-
3
-
3
 
名
古
屋
大
学
に

お
い
て
メ
デ
ィ
カ
ル

x
R
セ
ン
タ
ー
を
構
築

す
る
。

 

・
T
H
1
4
-
3
-
4
 
両
大
学
医
学
系

研
究
科
博
士
課
程
の

学
位
取
得

者
数
を
年

間
2
0
0
名
以
上
に
す
る

。
 

 

Ⅱ
 

業
務
運
営
の
改

善
及
び
効

率
化
に
関
す
る
事
項

 

・
T
M
1
5
 

一
法

人
複

数
大

学
制

の
特

色
を

活
か

し
、

東
海

国
立

大
学

機
構

の
長

（
以

下
「

機
構

長
」

と
い

う
。

）
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
で

、
経

営
と

教

学
を

適
切

に
分

担
し

、
東

海
機

構
の

機
能

を
最

大
限

発
揮

し
う

る
強

靭
な

ガ

バ
ナ

ン
ス

体
制

を
構

築
す

る
。

こ
れ

を
着

実
か

つ
適

切
に

推
進

す
る

た
め

、

内
部

統
制

機
能

を
実

質
化

さ
せ

る
た

め
の

措
置

や
外

部
の

知
見

を
法

人
経

営

に
生

か
す

た
め

の
仕

組
み

の
構

築
、

学
内

外
の

専
門

的
知

見
を

有
す

る
者

の

法
人
経
営
へ
の
参
画

の
推
進
等

を
行
う
。
㉑

 

  

Ⅱ
 
業
務
運
営
の
改

善
及
び
効

率
化
に
関
す
る
目
標

を
達
成
す

る
た
め
に
と
る
べ
き

措
置

 

・
T
K
1
5
-
1
 
一
法
人
複
数
大
学

制
の
下

で
、
各
大
学

の
事
務
局

機
能
の
一
層
の
融
合

を
図
っ
た

上
で
、

専
ら
経
営
に
係
る
業

務
は
本
部

事
務
局
に
、
専
ら
教

学
に
係
る

業
務
は
各
大
学
に
そ

れ
ぞ
れ
集

約
・

再
編
し
、
機
構
長

の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
、
東

海
機
構
本
部

と
各
大
学
の
機
能
が

有
機
的
に

連
携

し
て
戦
略
的
・
機
動

的
に
執
行

す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
体

制
を
整
備

す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
5
-
1
-
1
 
専
ら
経

営
に
係

る
業
務
（
総
務
、
企

画
、
財
務

、
施
設
、

産
学
連
携
・
地
域
貢
献
、
渉
外

等
）
を
担
う
東
海
機
構
本
部

事
務
組
織

及
び
専
ら
教
学
に
係

る
業
務
（

教
育
研
究
等
）
を
担
う
大
学
事

務
組
織

を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
円
滑

な
連
携
・
調
整
を
図
る
仕
組
み

を
整
備

す
る
。

 

 ・
T
K
1
5
-
2
 
法
人
経
営
に
多
様

な
視
点
を
取
り
入
れ

て
強
靭
な

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を

構
築
す
る

た
め
、

役
員
に
期
待
す
る
役

割
を
明
確

化
す
る
と
と
も
に
、
外

部
人
材

、
外
国
人
、
女
性
及
び
プ

ロ
パ

ー
事

務
職

員
か

ら
も

登
用

を
す

る
な

ど
東

海
機

構
執

行
部

及
び

監
事

の
構

成
に

お
け

る
多

様
性

を
確

保

す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
5
-
2
-
1
 
東
海
機
構
執
行

部
に
求
め
る
専

門
性
・
技
能
を

整
理
し
た

ス
キ
ル
マ
ト
リ
ク
ス

を
策
定
し

、
そ
れ
に
基
づ

く
執
行
部
の
任

命
、
人

員
配
置
を
実
施
す
る

。
 

・
T
H
1
5
-
2
-
2
 
東
海
機
構
執
行

部
（
機
構
長
、
副
機
構

長
、
理

事
、
副
理

事
、
機
構
長
補
佐
）
及
び
監
事

に
お
け
る
女
性
、
外
部
人

材
、
外
国
人

及
び
プ
ロ
パ
ー
事
務

職
員
の
比

率
を
過
半
数
に
す
る

。
 

 ・
T
K
1
5
-
3
 
監
事
の
監
査

業
務

体
制
を
充
実
す
る
と

と
も
に
、
機
構
長
選
考
・
監
察
会
議
、
監

事
及
び

経
営
協
議
会
が
東
海

機
構
執
行

部
と
の
定
期
的
な
意

見
交
換
を

行
う
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
機
関

の
外
部

有
識
者
か
ら
東
海
機

構
の
運
営

に
つ
い
て
不
断
の
助

言
を
得
ら

れ
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
。
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法
人
番
号
：

9
1
 

- 
2

2
 -

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
5
-
3
-
1
 
経
営
協
議
会
の

学
外

委
員
に
よ
る
定

期
的

な
情

報
提

供
・

オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ド
バ

イ
ス
等
を

定
例
化
す
る
。

 

・
T
H
1
5
-
3
-
2
 
学
長
選
考
・
監

察
会
議
に
よ
る
機
構

長
の
職
務

遂
行
状
況

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
監

査
ス

タ
ッ
フ

の
専
門
性
向
上
等
に

よ
る
監
事

の
監
査
業
務
の
体
制

を
充
実
さ

せ
る
。
 

 ・
T
K
1
5
-
4
 
機
構
長
は
、
東
海

機
構
と
し
て
の
戦
略

を
踏
ま
え

、
教
員
人
事
を
は
じ
め

専
ら
教

学
に
係

る
業
務
に
つ
い
て
の

執
行
権
限

を
各
大
学
の
長
に
委

任
す
る
。
各
大
学
の
長
は
、
東
海
機
構
と

し
て

策
定
し
た
当
該
大
学

の
部
局
に

お
け
る
中
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
を
継

続
的
に
見
直
す
と
と

も
に
、
そ

の
実

現
に

向
け

た
効

果
的

な
部

局
運

営
体

制
を

構
築

す
る

等
に

よ
り

大
学

の
特

長
を

活
か

し
た

教
学

マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
5
-
4
-
1
 
各
大
学
の
長
に

よ
る
実
効
性
あ
る
教

学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を

確
保
し
た
部
局
長
人

事
と
評
価

の
仕
組
み
を
整
備
す

る
。

 

・
T
H
1
5
-
4
-
2
 
部
局
執
行
部

の
人
材
育
成
計
画
（
サ
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ン
）
を
立
案

す
る
と
と
も
に

、
事
務
職
員
を

含
め
た
将
来
の

部
局
執

行
部
候
補
者
の
計
画

的
育
成
シ

ス
テ
ム
を
整
備
す
る

。
 

  

・
T
M
1
6
 

一
法

人
複

数
大

学
の

特
色

を
生

か
し

、
両

大
学

の
機

能
を

最
大

限
発

揮
す

る
た

め
、

基
盤

と
な

る
施

設
及

び
設

備
に

つ
い

て
、

保
有

資
産

を
最

大

限
活

用
す

る
と

と
も

に
、

東
海

機
構

と
し

て
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
よ

る
戦

略

的
な

整
備

・
共

用
を

進
め

、
地

域
・

社
会

・
世

界
に

一
層

貢
献

し
て

い
く

た

め
の
機
能
強
化
を
図

る
。
㉒

 

  

・
T
K
1
6
-
1
 
東
海
機
構
の
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
針

を
踏
ま
え

策
定
し
た
両
大
学
の

キ
ャ
ン
パ

ス
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
数
理
・
デ
ー

タ
科
学
・
A
I
教
育
や
産

官
学
共
創
教
育
と
い

っ
た
次
世

代
教

育
を

実
践

し
世

界
で

活
躍

す
る

人
材

を
輩

出
す

る
東

海
機

構
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
棟

な
ど

の
革

新

的
な
共
創
教
育
拠
点

施
設
、
世

界
の
糖
鎖
研
究
者
に

よ
る
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
共
創
的
研

究
に
よ
り

生
命

原
理

の
解

明
と

応
用

を
可

能
に

し
医

療
の

革
新

を
も

た
ら

す
糖

鎖
生

命
コ

ア
研

究
拠

点
施

設
な

ど

の
世
界
最
高
水
準
の

共
創
研
究

拠
点
施
設
、
東
海
地
域

の
大
学
・
産
業

界
・
自
治
体
と
い

っ
た

多
様

な
「
人
」
と
「
知
」
の
共
創
に

よ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
を

も
た
ら
す
地
域
連
携

グ
ロ
ー
バ

ル
人

材
育
成
拠
点
施
設
な

ど
の
産
学

連
携
・
地
域
連
携
拠
点

施
設
等

を
整
備
す
る
。
ま
た
、
前

述
の

機
能

強
化
を
支
え
る
両
大

学
の

D
X
推
進
に
対
応
し
た
イ
ン

フ
ラ
基
盤

を
整
備
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
6
-
1
-
1
 

東
海

機
構

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

棟
（

7
,
0
0
0
㎡

）
整

備
を

完
了
す
る
。

 

・
T
H
1
6
-
1
-
2
 

糖
鎖

生
命

コ
ア

研
究

拠
点

施
設

（
4
,
3
0
0
㎡

）
整

備
を

完

了
す
る
。

 

・
T
H
1
6
-
1
-
3
 

P
P
P
や

企
業

か
ら

の
寄

付
な

ど
多

様
な

財
源

を
活

用
し

、

地
域
連
携
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育

成
拠
点
施
設
（

1
6
,
1
5
0
㎡
）
な

ど
産
学

連
携
・
地
域
連
携
施

設
等
の
整

備
を
実
施
す
る
。

 

・
T
H
1
6
-
1
-
4
 

D
X
推
進
を
下
支

え
す
る
情
報
通
信
網

や
電
気
設

備
の
増
強

整
備
を
実
施
す
る
。
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・
T
K
1
6
-
2
 
新
た
な
教
育
研
究

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
保

有
資
産

を
最
大
限
活
用
し
、
機

構
長
自

ら
の
裁

量
で
配
分
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
た
め
に
、
新

た
な
仕

組
み
を
導
入
す
る
。
ま

た
、
既

存
施

設
を
最
大
限
有
効
に

活
用
す
る

た
め
に
、
効
率
的
か
つ

計
画
的

に
改
修
・
維
持
管
理
を

実
施
し

、
施

設
・
イ
ン
フ
ラ
の
長

寿
命
化
を

図
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
6
-
2
-
1
 
新
た
な
ス
ペ
ー

ス
チ
ャ
ー
ジ
等
の
仕

組
み
を
導

入
す
る
。
 

・
T
H
1
6
-
2
-
2
 
講
義
室
や
会
議

室
等
に
つ
い
て

、
稼
働
状
況
の

見
え
る
化

等
を
図
り
、
共

用
利
用
を
推
進

す
る
た
め
に
、
東
海
機
構
と
し

て
一
元

的
な
予
約
管
理
シ
ス

テ
ム
を
導

入
す
る
。

 

・
T
H
1
6
-
2
-
3
 
老
朽
化
し
た

施
設
・
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、
東

海
機
構
と

し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
よ
り

効
率
的
・
計
画
的
に
長
寿

命
化

を
図
る

た
め
、
両
大
学
で
策

定
済
み
の

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化

計
画
を
踏

ま
え
、

東
海
機
構
と
し
て
新

た
に
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
す

る
。

 

・
T
H
1
6
-
2
-
4
 
東
海
機
構
と
し

て
の
新
た
な
イ
ン
フ

ラ
長
寿
命

化
計
画
の

達
成
度
を

1
0
0
％
に
す
る
。

 

 ・
T
K
1
6
-
3
 
東
海
機
構
内

の
設

備
・
機
器
の
共
用
化
の
た

め
、
「
東
海
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

コ
ア

フ
ァ
シ

リ
テ

ィ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
（

T
I
C
F
S
）

」
を

構
築

し
、

東
海

機
構

の
財

務
・

人
事

・
研

究
戦

略
の

下
、

東
海
機
構
内
の
全
て

の
研
究
者

の
利
用
を
促
進
す
る

の
み
な
ら

ず
、
設
備
・
機
器
を
学
外
に

開
放
す

る
こ
と
で
学
外
利
用

・
共
同
研

究
拡
大
を
図
り
、
地

域
や
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

。
 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
6
-
3
-
1
 
第

４
期
中
期
目

標
期
間
に
お
け
る
共

用
機
器
数

の
累
計
を

6
0
0
台
と
す
る
。
【
目

標
②
再

掲
】

 

・
T
H
1
6
-
3
-
2
 
第

４
期
中
期
目

標
期
間
に
お
け
る
共

用
機
器
利

用
登
録
者

数
の
累
計
を

6
,
5
0
0
人
と
す
る

。
【
目
標
②
再
掲
】

 

  

Ⅲ
 

財
務
内
容
の
改

善
に
関
す

る
事
項

 

・
T
M
1
7
 

公
的

資
金

の
ほ

か
、

寄
附

金
や

産
業

界
か

ら
の

資
金

等
の

受
入

れ
を

進
め

る
と

と
も

に
、

適
切

な
リ

ス
ク

管
理

の
も

と
で

の
効

率
的

な
資

産
運

用

や
、

保
有

資
産

の
積

極
的

な
活

用
、

研
究

成
果

の
活

用
促

進
の

た
め

の
出

資

等
を

通
じ

て
、

財
源

の
多

元
化

を
進

め
、

安
定

的
な

財
務

基
盤

の
確

立
を

目

指
す

。
併

せ
て

、
目

指
す

機
能

強
化

の
方

向
性

を
見

据
え

、
そ

の
機

能
を

最

大
限
発
揮
す
る
た
め

、
学
内
の

資
源
配
分
の
最
適
化

を
進
め
る

。
㉓

 

 

Ⅲ
 
財
務
内
容
の
改

善
に
関
す

る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
と

る
べ
き
措
置

 

・
T
K
1
7
-
1
 
積
極
的
な
フ
ァ

ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
に
よ

る
寄
附
金

増
や
産
学
連
携
の
推

進
に
よ
り

財
源
を

確
保
す
る
と
と
も
に

、
資
金
運

用
管
理
委
員
会
の
下

、
両
大
学

の
余
裕
金
を
一
体
化

し
た
積
極

的
運

用
を
行
い
、
金
融
資

産
の
基
本

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

完
成
さ
せ

財
務
基
盤
を
強
化
す

る
。
併
せ

て
、

宿
舎
跡
地
等
の
東
海

機
構
が
保

有
す
る
土
地
建
物
に

つ
い
て
、
売
却
や
定
期
借
地
等

を
行
う
こ

と
に

よ
り
財
源
を
確
保
す

る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
7
-
1
-
1
 
多
様
な
財
源
確

保
に
よ
る
事
業
規
模

拡
大
を
目

指
し
、
第

４
期
中
期
目
標
期
間

中
の
総
事

業
規
模
を

１
兆
円
と

す
る
。

 

・
T
H
1
7
-
1
-
2
 
資
金
運
用
総
額

を
1
5
0
億
円
へ
増
額
す

る
。

 

・
T
H
1
7
-
1
-
3
 
第

４
期
中
期
目

標
期
間
に
お
け
る
積

極
的
運
用

益
の
平
均

を
年

3
.
0
％
と
す
る
。
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・
T
H
1
7
-
1
-
4
 
高
針
、
幸
川

町
、
杁
中
、
陶

生
町
（
名

古
屋
）
、
正
木
（
岐

阜
）
団
地
の
利
活
用

計
画
を
策

定
す
る
。

 

・
T
H
1
7
-
1
-
5
 
第

４
期
中
期
目

標
期
間
に
お
け
る
大

学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー

企

業
へ
の
出
資
数
の
累

計
を

5
0
件
以
上
と
す
る
。

 

・
T
H
1
7
-
1
-
6
 
東
海
機
構
に
寄

附
金
等
を
受
け
入
れ

る
仕
組
み

を
構
築
す

る
。

 

 ・
T
K
1
7
-
2
 
東
海
機
構
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ

き
I
R
や
管
理
会
計
を

活
用
し
た

エ
ビ
デ

ン
ス
ベ
ー
ス
の
事
業

選
定
を
実

施
し
、
東
海
機
構
内
の
資
源

配
分
か
ら
ア
ウ
ト
カ
ム

ま
で
の
好

循
環

モ
デ
ル
を
形
成
す
る

。
 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
7
-
2
-
1
 
企
業
に
お
け

る
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
も
参
考
に

し
て
、
東

海
機
構
に
適
し
た
事

業
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ

オ
策
定
に
つ
い
て
調

査
研
究
を

実
施
す
る
。

 

・
T
H
1
7
-
2
-
2
 
東
海
機
構
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
優

先
的
に
推

進
す
べ
き

事
業
を
エ
ビ
デ
ン
ス

ベ
ー
ス
で

選
定
し
、
既
存
事
業
の
見

直
し

を
含
め

東
海
機
構
事
業
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ

オ
を
策
定
し
、
客
観
性
を

担
保

し
た
事

業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

に
基
づ
く

資
源
配
分
を
実
施
す

る
。

 

・
T
H
1
7
-
2
-
3
 
ア
ウ
ト
カ
ム
の

検
証
を
行
い
、
継
続
的
に
事
業

ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
の
見
直
し
を

実
施
す
る

。
 

  

Ⅳ
 

教
育

及
び

研
究

並
び

に
組

織
及

び
運

営
の

状
況

に
つ

い
て

自
ら

行
う

点
検

及
び

評
価
並
び
に
当
該
状

況
に
係
る

情
報
の
提
供
に
関
す

る
事
項

 

・
T
M
1
8
 

外
部

の
意

見
を

取
り

入
れ

つ
つ

、
客

観
的

な
デ

ー
タ

に
基

づ
い

て
、

自
己

点
検

・
評

価
の

結
果

を
可

視
化

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
を

用
い

た
エ

ビ

デ
ン

ス
ベ

ー
ス

の
法

人
経

営
を

実
現

す
る

。
併

せ
て

、
経

営
方

針
や

計
画

、

そ
の

進
捗

状
況

、
自

己
点

検
・

評
価

の
結

果
等

に
留

ま
ら

ず
、

教
育

研
究

の

成
果

と
社

会
発

展
へ

の
貢

献
等

を
含

め
て

、
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
に

積
極

的

に
情

報
発

信
を

行
う

と
と

も
に

、
双

方
向

の
対

話
を

通
じ

て
法

人
経

営
に

対

す
る
理
解
・
支
持
を

獲
得
す
る

。
㉔

 

 

Ⅳ
 

教
育

及
び

研
究

並
び

に
組

織
及

び
運

営
の

状
況

に
つ

い
て

自
ら

行
う

点
検

及
び

評
価

並
び

に
当

該
状

況
に
係
る
情
報
の
提

供
に
関
す

る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
と

る
べ
き
措
置

 

・
T
K
1
8
-
1
 
中
期
目
標
・
中
期

計
画
や
部
局
の
中
長

期
ビ
ジ
ョ

ン
等
の
進
捗
状
況
を

可
視
化
・
共
有
し
、

自
己
点
検
・
評
価
の
結
果
を
法

人
経
営
に
活
用
す
る

仕
組
み
を

構
築
す
る
。
各
大

学
が
保
有
す

る
教

育
、
研
究

、
財
務

、
社
会
貢
献

活
動
等
の
デ
ー
タ
を

収
集
、
標

準
化
し
、
分
析

、
可
視

化
を
図

る
た

め
、
東
海
機
構
に
戦
略

的
統
合

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構

築
す
る
。
ま
た
、
戦
略
的
統
合
デ

ー
タ
ベ

ー
ス

に
よ

り
可

視
化

さ
れ

た
I
R
レ

ポ
ー

ト
を

東
海

機
構

執
行

部
で

活
用

す
る

仕
組

み
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ
り
、
エ
ビ
デ
ン

ス
ベ
ー
ス

の
法
人
経
営
を
実
施

す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
8
-
1
-
1
 
東
海
機
構
に
設

置
し
た
計
画
・
評
価

委
員
会
に

お
い
て
、

I
R
デ

ー
タ

や
経

営
協

議
会

等
の

外
部

有
識

者
の

知
見

の
活

用
等

に
よ

り
客
観
性
と
外
部
性

を
確
保
し

つ
つ
、
中
期
目

標
・
中
期
計
画

や
部
局

の
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

等
の
進
捗

状
況
を
可
視
化
・
共
有
し

、
自

己
点
検

・
評
価
の
結
果
を
法

人
経
営
に

活
用
す
る
仕
組
み
を

構
築
す
る

。
 

・
T
H
1
8
-
1
-
2
 
高
度

I
R
を
実
現
す
る
た
め
、
戦

略
的
統
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス

を
構
築
す
る
。

 

・
T
H
1
8
-
1
-
3
 
戦
略
的
統
合
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ

き
各
種
評

価
、
中
長
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期
ビ

ジ
ョ

ン
、

採
択

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

で
設

定
さ

れ
て

い
る

K
P
I
の

進
捗

状
況
等
の
可
視
化
レ

ポ
ー
ト
を

作
成
し
、
法
人
経
営

に
活
用
す

る
。

 

 ・
T
K
1
8
-
2
 
広
報
に
見
識
の
あ

る
外
部
有
識
者
を
交

え
て
、
客

観
的
視
点
に
基
づ
き

広
報
に
関

す
る
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

策
定
し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
広
報

活
動
を
行

う
。
I
R
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
多

様
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

毎
に
、
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い

た
多
角
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
情

報
発
信
を

行
う

と
と
も
に
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ

ー
と
の
対
話
を
行
う

仕
組
み
を

構
築
す
る
。
特
に
、
更
な

る
資

金
獲

得
に
向
け
て
、
経
営
戦
略
や

教
育
研
究
の
方
針
等
を

含
め
た
東

海
機
構
の
将
来
価
値

を
積
極
的

に
提

示
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
8
-
2
-
1
 
広
報
に
関
す
る

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
策
定
す

る
。

 

・
T
H
1
8
-
2
-
2
 
東
海
機
構
及
び

各
大
学
で
戦
略
的
に

広
報
活
動

を
実
施
す

る
た
め
の
体
制
を
整

備
す
る
。

 

・
T
H
1
8
-
2
-
3
 
産
業
界
、
卒
業
生
、
在
校
生
、
自
治
体
等
の
ス

テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
執
行
部
等

が
定
期
的

に
対
話
を
行
う
仕
組

み
を
構
築

す
る
。
 

・
T
H
1
8
-
2
-
4
 
財
務
情
報
の
み

な
ら
ず
東
海
機
構
と

し
て
の
戦

略
、
各
大

学
の

教
育

研
究

情
報

等
の

非
財

務
情

報
を

含
め

た
統

合
報

告
書

を
作

成
・
公
表
す
る
。

 

  

Ⅴ
 

そ
の
他
業
務
運

営
に
関
す

る
重
要
事
項

 

・
T
M
1
9
 

デ
ジ

タ
ル

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
構

想
を

推
進

す
る

中
で

、
A
I
・

R
P
A

（
R
o
b
o
t
i
c
 
P
r
o
c
e
s
s
 
A
u
t
o
m
a
t
i
o
n
）

を
は

じ
め

と
し

た
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

等
に

よ
り

、
業

務
全

般
の

継
続

性
の

確
保

と
併

せ
て

、
機

能
を

高
度

化

す
る

と
と

も
に

、
事

務
シ

ス
テ

ム
の

効
率

化
や

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

確
保

の

観
点
を
含
め
、
必
要

な
業
務
運

営
体
制
を
整
備
す
る

。
㉕

 

 

Ⅴ
 
そ
の
他
業
務
運

営
に
関
す

る
重
要
事
項
に
関
す

る
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
と

る
べ
き
措

置
 

・
T
K
1
9
-
1
 
東
海
機
構
全
体
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

す
る
デ
ジ

タ
ル
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ

ィ
室
を
中

核
に
、

各
大

学
で

異
な

っ
て

い
る

事
務

用
の

シ
ス

テ
ム

を
機

構
I
D
の

下
で

統
一

す
る

と
と

も
に

、
 
定

型
的

な
業
務
の
業
務
量
を

可
視
化
し

た
上
で
、
A
I・

R
P
A
等

I
C
T
技
術

や
電
子
決
裁
・
勤
怠
管

理
シ
ス

テ
ム

等
の
情
報
シ
ス
テ
ム

の
積
極
的

活
用
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
や

業
務
の
精
選
、
組
織
・
人

員
配

置
の

最
適
化
を
図
る
な
ど

の
取
組
に

よ
り
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基

づ
く
業
務
効
率
の
持
続

的
な
改
善

を
実

現
す
る
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
9
-
1
-
1
 

機
構

I
D
の

下
で

人
事

・
財

務
・

L
M
S
（

L
e
a
r
n
i
n
g
 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 
S
y
s
t
e
m
）
を
統

一
す
る
。

 

・
T
H
1
9
-
1
-
2
 
起
案
文
書
の
う

ち
真
に
紙
媒
体
に
限

定
さ
れ
る

も
の
を
除

き
電
子
決
裁
の
割
合

を
1
0
割
に
す
る
。

 

・
T
H
1
9
-
1
-
3
 

令
和

3
年
度

に
事

務
職
員

を
対

象
と

し
て

導
入

し
た

勤
怠

管
理
シ

ス
テ

ム
の

実
施

者
の

職
種

を
第

4
期

中
期
目

標
期

間
最

終
年

度

ま
で
に
順
次
拡
充
す

る
。

 

 ・
T
K
1
9
-
2
 
両
大
学
の
教
育
研

究
デ
ー
タ
を
共
通
利

用
可
能
に

す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
メ

デ
ィ
ア

技
術
を
活
用
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ

を
高
度
に
加
工
す
る

こ
と
で
、
教
育
研
究
コ
ン
テ
ン

ツ
の
規
模

と
流

通
性
並
び
に
相
互
運

用
可
能
性

を
高
め
、
学
生
・
研
究
者
に
留

ま
ら
ず
、
産
業
界
、
高
校
生
、
市
民
、
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病
院

利
用

者
な

ど
大

学
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
に

知
の

価
値

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
場

を
提

供

し
、
地
域
全
体
の

ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ

ン
を
牽
引
す
る
（

デ
ジ
タ
ル
ユ

ニ
バ

ー
シ
テ
ィ
構
想
）
。

 

 

評
価
指
標

 

 

・
T
H
1
9
-
2
-
1
 
第

４
期
中
期
目

標
期
間
に
お
け
る
機

構
ア
カ
ウ

ン
ト
登
録

者
の
数
の
累
計
を
倍

増
さ
せ
る

。
【
目
標
⑱
再
掲
】

 

・
T
H
1
9
-
2
-
2
 
機
構
ア
カ
ウ
ン

ト
登
録
者
が
ア
ク
セ

ス
で
き
る

教
育
研
究

コ
ン
テ
ン
ツ
数
を
倍

増
さ
せ
る

。
【
目
標
②
再
掲
】

 

  

 
 

  

Ⅵ
 
予
算
（
人
件
費

の
見
積
り

を
含
む
）
、
収
支
計

画
及
び
資

金
計
画

 

 
別
紙
参
照

 

 Ⅶ
 
短
期
借
入
金
の

限
度
額

 

 
１

 
短
期
借
入
金

の
限
度
額

 

1
0
3
億
円

 

 

２
 
想
定
さ
れ
る
理

由
 

運
営

費
交

付
金

の
受

け
入

れ
遅

延
及

び
事

故
の

発
生

等
に

よ
り

緊
急

に
必

要
と

な
る

対
策

費
と

し

て
借
り
入
れ
る
こ
と

が
想
定
さ

れ
る
た
め
。
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Ⅷ
 
重
要
な
財
産
を

譲
渡
し
、

又
は

担
保
に
供
す
る

計
画

 

○
 
重
要
な
財
産
を

譲
渡
し
、

又
は
担
保
に
供
す
る

計
画

 

１
．
重
要
な
財
産
を

譲
渡
す
る

計
画

 

【
名
古
屋
大
学
】

 

・
蓼
科
宿
泊
施
設
（

高
原
気
候

医
学
研
究
所
）
の
跡

地
の
全
部

（
長
野
県
茅
野
市
北

山
 
4
0
3
5
 
番
 
3
1
 
 

外
1
 

4
,
4
7
4
.
9
2
 
㎡
）
を
譲
渡

す
る
。

 
 

・
佐

久
島

観
測

所
（

全
学

共
用

教
育

研
究

施
設

）
の

跡
地

の
全

部
（

愛
知

県
西

尾
市

一
色

町
佐

久
島

 

掛
梨

 
4
9
-
4
 
9
8
5
.
3
9
 
㎡
）
を
譲
渡
す
る
。

 

・
東
郷
自
然
観
察
園

の
土
地
の

全
部
（
愛
知
県
愛
知

郡
東
郷
町

大
字
春
木
字
清
水
ケ

根
 
4
1
2
6
 
番
1
 
 

外
 
2
3
,
7
9
6
 
㎡
）
を
譲
渡
す

る
。

 

 

２
．
重
要
な
財
産
を

担
保
に
供

す
る
計
画

 

・
附
属

病
院
の
施
設
・
設

備
の

整
備
に
必
要
と
な
る

経
費
の
長

期
借
入
に
伴
い
、
本
学

の
土
地

及
び
建

物
を
担
保
に
供
す
る

。
 

Ⅸ
 
剰
余
金
の
使
途

 

 
○

 
決
算
に
お
い

て
剰
余
金

が
発
生
し
た
場
合
は
、
教
育
・
研
究
・
診
療
の
質
の
向

上
及
び

組
織
運
営
の

改
善
に
充
て
る
。

 

Ⅹ
 
そ
の
他

 

１
．

 施
設
・
設
備
に
関
す

る
計
画

 

 

施
設
・
設
備
の
内
容

 
予
定
額
（
百
万
円
）

 
財

 
源

 

【
岐
阜
大
学
】

 

・
小
規
模
改
修

 

【
名
古
屋
大
学
】

 

・
（

鶴
舞

）
ラ

イ
フ

・
イ

ノ
ベ

ー

シ
ョ

ン
先

端
研

究
教

育
拠

点
施

設

改
修
Ⅱ

 

・
（

東
山

）
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

セ

ン
ト
ラ
ル

 

・
小
規
模
改
修

 

・
大
学
病
院
設
備
整

備
 

総
額

 
5
,
0
2
1
 

 

施
設
整
備
費
補
助
金

（
3
,
1
9
6
）

 

（
独
）
大
学
改
革

支
援
・
学
位
授
与

機
構
施
設
費
交
付
金

（
5
8
8
）

 

長
期
借
入
金
（

1
,
2
3
7
）

 

（
注

１
）

施
設

・
設

備
の

内
容

、
金

額
に

つ
い

て
は

見
込

み
で

あ
り

、
中

期
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
必

 

要
な
業
務
の
実
施
状

況
等
を
勘

案
し
た
施
設
・
設
備
の
整
備
や

老
朽
度
合
等
を
勘
案

し
た
施
設
・
設

備
の
改
修
等
が
追
加

さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。

 

（
注
２
）
小
規
模
改

修
に
つ
い

て
令
和
４
年
度
以
降

は
令
和
３

年
度
同
額
と
し
て
試

算
し
て
い

る
。

 

な
お
、
各
事
業
年
度

の
施
設
整

備
費
補
助
金
、
船
舶

建
造
費
補

助
金
、
（
独
）
大
学

改
革
支
援

・

学
位
授
与
機
構
施
設

費
交
付
金

、
長
期
借
入
金
に

つ
い
て
は

、
事
業
の
進
展
等
に
よ

り
所
要
額

の
変

動
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
具
体

的
な
額
に
つ
い
て
は

、
各
事
業

年
度
の
予
算
編
成
過

程
等
に
お

い
て

決
定
さ
れ
る
。
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２
．
人
事
に
関
す
る

計
画

 

①
 
教
員
組
織
に
つ

い
て
は
、
適
正
な
年
齢
構
成
を

実
現
す
る

た
め
、
若
手
比
率
の
目

標
値
設

定
、
テ

ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制

度
の
拡
大

、
ポ
イ
ン
ト
制
、
ク
ロ
ス
・
ア

ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制

度
等
を
活

用
す

る
。
ま
た
、
女
性
教
員
比

率
向

上
の
た
め
の
新
た
な

イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
制
度
の
整
備
、
外
国
人

教
員

雇
用
の
た
め
の
予
算

措
置
の
継

続
等
、
多
様
な
人
材

の
雇
用
促

進
の
た
め
の
施
策
を

実
行
す
る

。
 

ポ
イ
ン
ト
制
に
よ
る

教
員
人
件

費
の
適
正
な
管
理
、
戦
略
的

な
再
配
分
を
行
う
と
と

も
に
新
た

な

年
俸
制
の
適
用
拡
大

、
給
与
制

度
と
連
動
し
た
評
価

制
度
の
運

用
な
ど
、
人
事
給

与
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

改
革
を
推
進
す
る
。

 

②
 
事
務
・
技
術
系
の
各
種
専

門
職
な
ど
多
様
な
人

材
を
登
用

し
、
戦
略
的
に
活

用
す
る
た
め

の
制
度

を
構
築
す
る
。

 

③
 
管
理
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化

等
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
職

員
を
計
画
的
・
効
率
的

に
配
置

し
、
事

務
体
制
の
強
化
を
図

る
。

 

 

３
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
関

す
る
計
画

 

①
 
法
令
遵
守
等
に

関
す
る
啓

発
活
動
と
、
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
（
個
人
情
報
漏
え
い

防
止
等

）
の
確

保
、
研
究
不
正
・
研

究
費
不
正

使
用
の
防
止
に
関
す

る
対
策
を

行
う
。

 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
確
保
に

関
し
て
は
、
第
４

期
中
期
目

標
期
間
に
向
け
「
サ

イ
バ
ー
セ
キ

ュ

リ
テ
ィ
対
策
基
本
計

画
」
を
策

定
し
、
計
画
に
基
づ
い

て
、
技

術
的
対
策
や
物
理
的

対
策
を
は

じ
め
、

組
織
や
業
務
体
制
、
東
海

機
構

と
し
て
の
規
則
、
人
材
の

確
保
・
育
成
を
含
め
た
人
的
対

策
等

、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
全
体
の

見
直
し
・
強
化
を
図

る
。

 

ま
た
、
研
究
不
正
・
研
究
費
不

正
使
用
の
防
止
に
関

し
て
は
、
「
研
究
活
動
に
お
け
る
不

正
行

為

へ
の
対
応
等
に
関
す

る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
や
「
研
究
機
関

に
お

け
る
公
的
研
究
費
の

管
理
・
監

査
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等

を
踏
ま
え

、
組
織
的
な
取
組
を

よ
り
一
層

徹
底
す
る
こ
と
と
す

る
。

 

②
 
内
部
監
査
計
画

等
に
基
づ

き
、
法
令
遵
守
等
の
状

況
を
定

期
的
に
点
検
す
る
。
監

事
、
会

計
監
査

人
、
会
計
検
査
院
等

の
外
部
監

査
結
果
に
基
づ
く
指

摘
等
の
対

応
状
況
を
点
検
す
る

。
 

③
 

「
研

究
活

動
の

国
際

化
、

オ
ー

プ
ン

化
に

伴
う

新
た

な
リ

ス
ク

に
対

す
る

 
研

究
イ

ン
テ

グ
リ

テ

ィ
の
確
保
に
係
る
対

応
方
針
に

つ
い
て
（
統
合
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
戦
略
推
進
会
議
決

定
）
」
を

踏
ま

え
、
安
全
保
障
輸
出

管
理
に
係

る
体
制
を
更
に
強
化

し
、
取
組

の
一
層
の
充
実
を
図

る
。

 

 

４
．
安
全
管
理
に
関

す
る
計
画

 

①
 
合
理
的
な
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
実
施
す
る

た
め
に
、
東
海
機
構
の
環
境
安

全
衛
生
お

よ
び
防

災
等
の
組
織
体
制
の

統
一
を
図

り
、
情
報
の
共
有
と

活
用
を
推

進
す
る
。

 

②
 
学
生
、
教
職
員
等

全
構
成

員
を
対
象
に
、
安
全
衛

生
、
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

等
に
関
す

る
知
識

・
技
能
等
の
教
育
を
実
施

す
る

。
ま
た
、
T
O
K
A
I
-
P
R
A
C
T
I
S
S
を
活
用
し
て
、
東
海
地
域
の

大
学

等
に

も
展
開
す
る
な
ど
安

全
衛
生
水

準
の
向
上
に
貢
献
す

る
。

 

③
 
事
故
を
未
然
に

防
止
す
る

安
全
な
研
究
環
境
を

整
備
す
る

た
め
、
環
境
安
全
衛
生
に
関

す
る
法
令

の
遵
守
や
、
危
険
物

等
の
適
正

な
管
理
、
定
期
的
な

安
全
点
検

等
を
実
施
す
る
。
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５

．
中
期
目
標
期

間
を
超
え

る
債
務
負
担

 

中
期
目
標
期
間
を
超

え
る
債
務

負
担
に
つ
い
て
は
、
当
該
債

務
負
担
行
為
の
必
要
性

及
び
資
金

計
画

へ
の
影
響
を
勘
案
し

、
合
理
的

と
判
断
さ
れ
る
も
の

に
つ
い
て

行
う
。

 

 P
F
I
事
業
と
し
て
、
下

記
を

実
施
す
る
。

 

＜
（
東
山
）
地
域
連

携
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
拠
点

施
設
整
備

等
事
業

＞
 

・
事
業
総
額
：

7
,
2
8
9
百
万
円

 

・
事
業
期
間
：
令
和

元
年
度
～

令
和

1
9
年
度
（

1
9
年
間
）

 

 

（
単
位
：
百
万
円
）

 

 
 
年
度

 

財
源

 
Ｒ
４
 

Ｒ
５
 

Ｒ
６
 

Ｒ
７
 

Ｒ
８
 

Ｒ
９
 

中
期
目
標

期
間
小
計

 

次
期
以
降

 

事
業
費

 
総
事
業
費

 

施
設

整
備

費
補
助
金

 
－
 

34
4 

34
5 

34
6 

34
8 

34
9 

1,
73
2 

3,
55
6 

5,
28
9 

運
営
費

 

交
付
金

 
－
 

66
 

66
 

65
 

64
 

63
 

32
4 

55
8 

88
2 

自
己
資
金

 
22
4 

59
 

60
 

60
 

60
 

60
 

52
2 

59
7 

1,
11
8 

（
注
）
金
額
は

P
F
I
事
業
契
約

に
基
づ
き
計
算
さ
れ

た
も
の
で

あ
る
が

、
P
F
I
事
業
の
進
展
、
実
施
状

況
及
び
経
済
情
勢
・
経
済
環
境

の
変
化
等
に
よ
る
所

要
額
の
変

更
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
具
体

的

な
額
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
年

度
の
予
算
編
成
過
程

に
お
い
て

決
定
さ
れ
る
。

 

 
 

 
６
．
積
立
金
の
使

途
 

 
 

 
前
中
期
目
標
期
間
繰
越

積
立
金
に
つ
い
て
は

、
次
の
事

業
の
財
源
に
充
て
る

。
 

①
 
東
海
機
構
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
棟
整
備
事
業
に

係
る
施
設

設
備
整
備
費
、
移
転

費
の
一
部

 

②
 
 
地
域
連
携
グ
ロ

ー
バ
ル
人

材
育
成
拠
点
施
設
整

備
事
業
に

係
る
施
設
設
備
整
備

費
、
移
転

費
の
一

部
 

③
 
産
学
融
合
協
働

拠
点
施
設

整
備
事
業

に
係
る
施

設
設
備
整

備
費
、
移
転
費
の
一

部
 

④
 

デ
ジ

タ
ル

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
構

想
実

現
の

た
め

の
情

報
基

盤
等

整
備

事
業

に
係

る
整

備
費

の
一

部
 

⑤
 
病
院
診
療
設
備

等
整
備
事

業
に
係
る
整
備
費
の

一
部

 

⑥
 
動
物
病
院
診
療

設
備
等
整

備
事
業
に
係
る
整
備

費
の
一
部

 

⑦
 
東
山
キ
ャ
ン
パ

ス
空
調
設

備
等
改
修
事
業
に
係

る
整
備
費

の
一
部

 

⑧
 
そ
の
他
教
育
、

研
究
、
診

療
に
係
る
業
務
及
び

そ
の
附
帯

業
務

 

 ７
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の

普
及
促
進
に
関
す
る

計
画

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
利
便

性
や
同
カ
ー
ド
を
取

得
す
る
こ

と
で
得
ら
れ
る
メ
リ

ッ
ト
、
取

得
方

法
等
、
各
種
広
報

資
料
を
活
用

し
な
が
ら
、
学
生

や
教
職
員
に

対
し
て
同
カ
ー
ド
の

普
及
促
進

を
図
る
。
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別
表
１

 
学
部
、
研

究
科
等
及

び
収
容
定
員

 

【
岐
阜
大
学
】

 

学
部

 

教
育
学
部

 

地
域
科
学
部

 

医
学
部

 

工
学
部

 

応
用
生
物
科
学
部

 

社
会
シ
ス
テ
ム
経
営

学
環

 

 

8
8
0
人

 

4
2
0
人

 

9
8
0
人

 

2
,
1
8
0
人
【
8
0
人
】

 

8
8
0
人
【

4
0
人
】

 

【
1
2
0
人
】

 

 【
 
】
は
、
学
部
等
連

係
課
程

実
施
基
本

 

組
織
に
活
用
す
る
収

容
定
員
を

示
す
。

 

（
収
容
定
員
の
総
数

）
 

5
,
3
4
0
人

 

研
究
科
等

 

教
育
学
研
究
科

 

地
域
科
学
研
究
科

 

医
学
系
研
究
科

 

工
学
研
究
科

 

自
然
科
学
技
術
研
究

科
 

共
同
獣
医
学
研
究
科

 

連
合
農
学
研
究
科

 

連
合
創
薬
医
療
情
報

研
究
科

 

9
0
人

 

4
0
人

 

2
1
6
人

 

8
1
人

 

7
5
0
人

 

2
4
人

 

6
0
人

 

1
8
人

 

 

（
収
容
定
員
の
総
数

）
 

修
士
課
程

 
 

 
 

 
8
2
8
人

 

博
士
課
程

 
 

 
 

 
1
5
9
人

 

一
貫
制
博
士
課
程

 
 
2
1
2
人

 

専
門
職
学
位
課
程

 
 

8
0
人

 

 【
名
古
屋
大
学
】

 

学
部

 

文
学
部

 

教
育
学
部

 

法
学
部

 

経
済
学
部

 

情
報
学
部

 

理
学
部

 

医
学
部

 

工
学
部

 

農
学
部

 

5
2
0
人

 

2
8
0
人

 

6
2
0
人

 

8
4
0
人

 

5
6
0
人

 

1
,
0
8
0
人

 

1
,
4
6
2
人

 

2
,
7
2
0
人

 

6
8
0
人
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（
収
容
定
員
の
総
数

）
 

8
,
7
6
2
人

 

研
究
科
等

 

人
文
学
研
究
科

 

教
育
発
達
科
学
研
究

科
 

法
学
研
究
科

 

経
済
学
研
究
科

 

情
報
学
研
究
科

 

理
学
研
究
科

 

医
学
系
研
究
科

 

工
学
研
究
科

 

生
命
農
学
研
究
科

 

国
際
開
発
研
究
科

 

多
元
数
理
科
学
研
究

科
 

環
境
学
研
究
科

 

創
薬
科
学
研
究
科

 

3
9
1
人

 

2
0
1
人

 

2
7
1
人

 

1
5
4
人

 

4
1
7
人

 

5
9
2
人

 

8
9
4
人

 

1
,
6
3
5
人

 

4
2
8
人

 

1
5
4
人

 

1
8
4
人

 

4
2
8
人

 

9
4
人

 

 

（
収
容
定
員
の
総
数

）
 

修
士
課
程
・
博
士
前

期
課
程

 
3
,
3
3
6
人

 

博
士
後
期
課
程

 
 

 
 

 
 

1
,
7
1
3
人

 

一
貫
制
博
士
課
程

 
 

 
 

 
 

6
4
4
人

 

専
門
職
学
位
課
程

 
 

 
 

 
 

1
5
0
人

 

 別
表
２

 
共
同
利
用

・
共
同
研

究
拠
点
、
教
育
関
係

共
同
利
用

拠
点

 

共
同
利
用
・
共
同
研

究
拠
点

 

【
岐
阜
大
学
】

 

糖
鎖

生
命
科

学
連

携
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

型
拠
点

（
糖

鎖
生

命

コ
ア
研
究
所
）

 

【
名
古
屋
大
学
】

 

宇
宙
地
球
環
境
研
究

拠
点
（

宇
宙
地
球
環
境
研
究
所

）
 

環
境
調

和
型
で

持
続

発
展

可
能

な
省
エ

ネ
ル
ギ

ー
・

創
エ

ネ
ル
ギ

ー
の
た

め
の

材
料

と
シ

ス
テ
ム

研
究
拠

点
（

未
来

材
料
・
シ
ス
テ
ム
研

究
所

）
 

学
際
大

規
模
情

報
基

盤
共

同
利

用
・
共

同
研
究

拠
点

（
情

報
基
盤
セ
ン
タ
ー

）
 

低
温
プ

ラ
ズ
マ

科
学

研
究

拠
点

（
低
温

プ
ラ
ズ

マ
科

学
研

究
セ
ン
タ
ー

）
 

糖
鎖
生

命
科
学

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
型

拠
点

（
糖
鎖

生
命

コ
ア
研
究
所
）

 

教
育
関
係
共
同
利
用

拠
点

 
【
岐
阜
大
学
】

 

医
学
教

育
共
同

利
用

拠
点

（
医

学
教
育

開
発
研

究
セ

ン
タ
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ー
）

 

【
名
古
屋
大
学
】

 

先
端
マ

リ
ン
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
に

関
す
る

グ
ロ
ー

バ
ル

教
育

共
同
利

用
拠
点

（
名

古
屋

大
学

大
学
院

理
学
研

究
科

附
属

臨
海
実
験
所
）

 

質
保
証

を
担
う

中
核

教
職

員
能

力
開
発

拠
点
（

名
古

屋
大

学
高
等
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
）
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別
紙

 
予
算
（
人
件

費
の
見
積

り
を
含
む
。
）
、
収

支
計
画
及

び
資
金
計
画

 

 １
．
予
算

 

 

令
和
４
年
度
～
令
和

９
年
度

 
予
算

 

（
単
位
：
百
万
円
）

 

区
分

 
金
額

 

 収
入

 

運
営
費
交
付
金

 

施
設
整
備
費
補
助
金

 

船
舶
建
造
費
補
助
金

 

大
学
改
革
支
援
・
学

位
授
与
機

構
施
設
費
交
付
金

 

自
己
収
入

 

 
授
業
料
及
び
入
学

料
検
定
料

収
入

 

 
附
属
病
院
収
入

 

 
財
産
処
分
収
入

 

 
雑
収
入

 

産
学
連
携
等
研
究
収

入
及
び
寄

附
金
収
入
等

 

長
期
借
入
金
収
入

 

計
 

 

  

2
4
2
,
3
8
7
 

3
,
1
9
6
 

0
 

5
8
8
 

4
5
1
,
0
3
8
 

8
4
,
9
3
4
 

3
5
3
,
8
7
6
 

0
 

1
2
,
2
2
8
 

1
5
7
,
8
7
6
 

1
,
2
3
7
 

8
5
6
,
3
2
2
 

 支
出

 

業
務
費

 

教
育
研
究
経
費

 

診
療
経
費

 

施
設
整
備
費

 

船
舶
建
造
費

 

産
学
連
携
等
研
究
経

費
及
び
寄

附
金
事
業
費
等

 

長
期
借
入
金
償
還
金

 

計
  

  

6
6
1
,
2
3
4
 

3
3
9
,
5
4
9
 

3
2
1
,
6
8
5
 

5
,
0
2
1
 

0
 

1
5
7
,
8
7
6
 

3
2
,
1
9
1
 

8
5
6
,
3
2
2
 

 [
人
件
費
の
見
積
り

]
 

 
 
 
中
期
目
標
期
間
中

総
額

3
7
4
,
2
9
5
百
万
円
を
支
出
す
る
。
（

退
職
手
当
は
除
く
。

）
 

 

注
）

人
件

費
の

見
積

り
に

つ
い

て
は

、
令

和
５

年
度

以
降

は
令

和
４

年
度

の
人

件
費

見
積

り
額

を
踏

ま
え

試
算
し
て
い
る
。
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注
）

退
職

手
当

に
つ

い
て

は
、

国
立

大
学

法
人

東
海

国
立

大
学

機
構

職
員

退
職

手
当

規
程

に
基

づ
い

て
支

給
す

る
こ

と
と

す
る

が
、

運
営

費
交

付
金

と
し

て
措

置
さ

れ
る

額
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

年
度

の
予

算

編
成
過
程
に
お
い
て

国
家
公
務

員
退
職
手
当
法
に
準

じ
て
算
定

さ
れ
る
。

 

注
）
組
織
設
置
に
伴

う
学
年
進

行
の
影
響
は
考
慮
し

て
い
な
い

。
 

  [
運
営
費
交
付
金
の
算

定
方
法

]
 
 

○
 
毎
事
業
年
度
に

交
付
す
る

運
営
費
交
付
金
は

、
以
下
の
事

業
区
分
に
基
づ

き
、
そ
れ
ぞ
れ

に
対
応
し

た
数
式
に
よ
り
算
定

し
て
決
定

す
る
。

 

 

Ⅰ
〔
基
幹
運
営
費
交

付
金
対
象

事
業
費
〕

 

 
 
①
「
教
育

研
究
等
基
幹
経

費
」
：
以
下
の
金
額
に

か
か
る

金
額
の
総
額
。
Ｄ
（
ｙ

－
１
）
は
直
前
の
事

業
年
度
に
お
け
る
Ｄ

（
ｙ
）
。

 

・
 
学
部

・
大

学
院
の

教
育
研

究
に
必
要

な
教

職
員
の

う
ち
、

設
置
基
準

に
基

づ
く
教

員
に
か

か
る

給
与
費
相
当
額
及
び

教
育
研
究

経
費
相
当
額
。

 

・
 
附
属

学
校

の
教
育

研
究
に

必
要
な
教

職
員

の
う
ち

、
標
準

法
に
基
づ

く
教

員
に
か

か
る
給

与
費

相
当
額
。

 

 
 

 
・

 
学
長
裁

量
経
費
。

 

 
 
②
「
そ
の

他
教
育
研
究
経

費
」
：
以
下
の
事
項
に

か
か
る

金
額
の
総
額
。
Ｅ
（
ｙ

－
１
）
は
直
前
の
事

業
年
度
に
お
け
る
Ｅ

（
ｙ
）
。

 

・
 
学
部

・
大

学
院
及

び
附
属

学
校
の
教

育
研

究
に
必

要
な
教

職
員
（
①

に
か

か
る
者

を
除
く

。
）

の
人
件
費
相
当
額
及

び
教
育
研

究
経
費
。

 

・
 
附
属
病

院
の
教
育
研
究

診
療
活
動
に
必
要
と
な

る
教
職
員

の
人
件
費
相
当
額
及

び
教
育
研

究
診

療
経
費
。

 

・
 
附
置
研

究
所
及
び
附
属

施
設
等
の
運
営
に
必
要

と
な
る
教

職
員
の
人
件
費
相
当

額
及
び
事

業
経

費
。

 

・
 
法
人
の
管
理
運

営
に
必
要

な
職
員
（
役
員
を
含

む
）
の
人

件
費
相
当
額
及
び
管

理
運
営
経

費
。
 

・
 
教
育
研
究
等
を

実
施
す
る

た
め
の
基
盤
と
な
る

施
設
の
維

持
保
全
に
必
要
と
な

る
経
費
。

 

 
 
③
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実

現
加

速
化
経
費
」
：
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実

現
加
速
化
経
費
と
し

て
、
当
該

事
業
年
度
に

お
い
て
措
置
す
る
経

費
。

 

  
〔
基
幹
運
営
費
交

付
金
対
象

収
入
〕

 

 
 
④
「
基
準
学
生
納

付
金
収

入
」
：
当

該
事
業
年
度
に

お
け

る
入
学
定
員
数
に
入

学
料
標
準

額
を
乗
じ
た

額
及
び
収
容
定
員
数

に
授
業
料

標
準
額
を
乗
じ
た
額

の
総
額
。
（
令
和
４
年
度
入

学
料
免
除
率

で
算

出
さ
れ
る
免
除
相
当

額
に
つ
い

て
は
除
外
。
）

 

 
 
⑤
「
そ
の
他
収
入
」
：
検

定
料
収
入
、
入
学
料
収

入
（
入

学
定
員
超
過
分
等
）
、
授

業
料

収
入
（
収
容

定
員
超
過
分
等
）
及
び

雑
収
入

。
令
和
４
年
度
予
算
額

を
基
準

と
し
、
第
４
期
中
期
目

標
期
間

中
は

同
額
。
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法
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番
号
：

9
1
 

- 
3

5
 -

 

 

Ⅱ
〔
特
殊
要
因
運
営

費
交
付
金

対
象
事
業
費
〕

 

 
 
⑥
「
特
殊
要
因

経
費
」
：

特
殊
要
因
経
費

と
し

て
、
当
該

事
業
年
度
に
お
い
て

措
置
す
る

経
費
。

 

 
 

Ⅲ
〔
附
属
病
院
運
営

費
交
付
金

対
象
事
業
費
〕

 

 
 
⑦
「
一
般
診
療
経

費
」
：
当
該
事
業
年
度
に
お

い
て
附
属

病
院
の
一
般
診
療
活

動
に
必
要

と
な
る
人
件

費
相
当
額
及
び
診
療

行
為
を
行

う
上
で
必
要
と
な
る

経
費
の
総

額
。
Ｉ
（
ｙ
－
１
）
は
直
前

の
事
業

年
度
に
お
け
る
Ｉ
（

ｙ
）
。

 

 
 
⑧
「
債
務
償
還

経
費
」
：

債
務
償
還
経
費
と
し

て
、
当
該

事
業
年
度
に
お
い
て

措
置
す
る

経
費
。

 

  
〔
附
属
病
院
運
営

費
交
付
金

対
象
収
入
〕

 

 
 
⑨
「
附
属
病
院
収

入
」
：
当
該
事
業
年
度
に
お

い
て
附
属

病
院
に
お
け
る
診
療

行
為
に
よ

っ
て
得
ら
れ

る
収
入
。
Ｋ
（
ｙ
－

１
）
は
直

前
の
事
業
年
度
に
お

け
る

Ｋ
（

ｙ
）
。

 

 

運
営
費
交
付
金

 
＝

 
Ａ
（
ｙ
）

＋
 
Ｂ
（
ｙ
）
＋

 
Ｃ
（
ｙ
）

 

 １
．
毎
事
業
年
度
の

基
幹
運
営

費
交
付
金
は
、
以
下

の
数
式
に

よ
り
算
定
。

 

 
 
Ａ
（
ｙ
）
＝

 
Ｄ
（
ｙ
）

＋
 
Ｅ
（
ｙ
）
＋

 
Ｆ
（
ｙ
）
－

 
Ｇ
（
ｙ
）

 

  
（
１
）
Ｄ
（
ｙ
）

＝
 
Ｄ
（
ｙ
－
１
）
×

 
β
（
係
数
）

 

 
（
２
）
Ｅ
（
ｙ
）

＝
 
{
Ｅ
（
ｙ
－
１
）
×

 
α
（
係
数
）

}
 
×

 
β
（
係
数
）
±

 
Ｓ
（
ｙ
）
±

 
Ｔ
（
ｙ
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
±

 
Ｕ
（
ｙ
）

 

 
（
３
）
Ｆ
（
ｙ
）

＝
 
Ｆ
（
ｙ
）

 

 
（
４
）
Ｇ
（
ｙ
）

＝
 
Ｇ
（
ｙ
）

 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

 
 

 
Ｄ
（
ｙ
）
：
教

育
研
究
等

基
幹
経
費
（
①
）
を

対
象
。

 

 
 

 
Ｅ
（
ｙ
）
：
そ

の
他
教
育

研
究
経
費
（
②
）
を

対
象
。

 

 
 

 
Ｆ
（
ｙ
）
：
ミ
ッ

シ
ョ
ン

実
現
加
速
化
経
費
（
③
）
を
対

象
。
な
お
、
本
経
費
に
は
各
国

立
大
学
法
人

の
新

た
な

活
動

展
開

を
含

め
た

ミ
ッ

シ
ョ

ン
の

実
現

の
更

な
る

加
速

の
た

め
に

必
要

と

な
る
経
費
を
含
み
、
当
該
経

費
は
各
事
業
年
度
の
予

算
編
成
過

程
に
お
い
て
当
該
事

業
年

度
に
お
け
る
具
体
的

な
額
を
決

定
す
る
。

 

 
 

 
Ｇ
（
ｙ
）
：
基

準
学
生
納

付
金
収
入
（
④
）
、

そ
の
他
収

入
（
⑤
）
を
対
象
。

 

Ｓ
（
ｙ
）
：
政
策
課

題
等

対
応

補
正
額

 

新
た
な
政
策
課
題
等

に
対
応
す

る
た
め
の
補
正
額
。

 

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

調
整

額

を
決
定
す
る
。

 

 
 

 
Ｔ
（
ｙ
）
：
教

育
研
究
組

織
調
整
額

 

学
部
・
大
学
院
等
の

組
織
整
備

に
対
応
す
る
た
め
の

調
整
額
。

 

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

調
整

額

を
決
定
す
る
。
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Ｕ
（
ｙ
）
：
成

果
を
中
心

と
す
る
実
績
状
況
に

基
づ
く
配

分
 

各
国
立
大
学
法
人
の

教
育
研
究

活
動
の
実
績
、
成

果
等
を
客
観

的
に
評
価
し
、
そ

の
結
果

に
基
づ
き
配
分
す
る

部
分
。

 

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

調
整

額

を
決
定
す
る
。

 

 
 
 
 

２
．
毎
事
業
年
度
の

特
殊
要
因

運
営
費
交
付
金
は
、

以
下
の
数

式
に
よ
り
算
定
す
る

。
 

 
 
Ｂ
（
ｙ
）
＝

 
Ｈ
（
ｙ
）

 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

 
 
 
 
Ｈ
（
ｙ
）
：
特
殊

要
因
経

費
（
⑥
）
を
対
象
。
な
お
、
本

経
費
に
は
新
た
な
政

策
課
題
等

に
対
応
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る

経
費
を
含

み
、
当
該
経
費
は
各
事
業
年

度
の
予
算
編
成
過
程
に

お
い

て
当
該
事
業
年
度
に

お
け
る
具

体
的
な
額
を
決
定
す

る
。

 

 ３
．
毎
事
業
年
度
の

附
属
病
院

運
営
費
交

付
金
は
、

以
下
の
数

式
に
よ
り
算
定
す
る

。
 

 
 
Ｃ
（
ｙ
）
＝

 
{
Ｉ
（
ｙ
）

＋
Ｊ
（
ｙ
）

}
 
－

 
Ｋ
（
ｙ
）

 

  
（
１
）
Ｉ
（
ｙ
）

＝
 
Ｉ
（
ｙ
－
１
）
±

 
Ｖ
（
ｙ
）

 

 
（
２
）
Ｊ
（
ｙ
）

＝
 
Ｊ
（
ｙ
）

 

 
（
３
）
Ｋ
（
ｙ
）

＝
 
Ｋ
（
ｙ
－
１
）
±

 
Ｗ
（
ｙ
）

 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

 
 

 
Ｉ
（
ｙ
）
：
一

般
診
療
経

費
（
⑦
）
を
対
象
。

 

 
 

 
Ｊ
（
ｙ
）
：
債

務
償
還
経

費
（
⑧
）
を
対
象
。

 

 
 

 
Ｋ
（
ｙ
）
：
附

属
病
院
収

入
（
⑨
）
を
対
象
。

 

 
 
Ｖ
（
ｙ
）
：
一

般
診
療
経

費
調
整
額
。

 

直
近

の
決

算
結

果
等

を
当

該
年

度
の

一
般

診
療

経
費

の
額

に
反

映
さ

せ
る

た
め

の
調

整

額
。
各
事
業
年
度
の
予
算
編

成
過
程
に
お
い
て
当
該

事
業
年
度

に
お
け
る
具
体
的
な

調
整

額
を
決
定
す
る
。

 

 
 
Ｗ
（
ｙ
）
：
附

属
病
院
収

入
調
整
額
。

 

直
近

の
決

算
結

果
等

を
当

該
年

度
の

附
属

病
院

収
入

の
額

に
反

映
さ

せ
る

た
め

の
調

整

額
。
各
事
業
年
度
の
予
算
編

成
過
程
に
お
い
て
当
該

事
業
年
度

に
お
け
る
具
体
的
な

調
整

額
を
決
定
す
る
。

 

  
【
諸
係
数
】

 

α
（
ア
ル
フ
ァ
）
：
ミ
ッ
シ
ョ

ン
実
現
加
速
化
係
数
。
△

1
.
2
％
（
岐
阜
大
学
）
、
△

1
.
6
％
（
名
古
屋
大

学
）
と
す
る
。

 

第
４

期
中

期
目

標
期

間
中

に
各

国
立

大
学

法
人

が
蓄

積
し

て
き

た
知

的
資

源
を

活

用
し
て
社
会
変
革
や

地
域
の
課

題
解
決
に
繋
げ
る
こ

と
を
通
じ

、
各
法
人
の
意
識
改

革
を
促
す
た
め
の
係

数
。

 

β
（
ベ
ー
タ
）
：
教

育
研
究
政

策
係
数
。
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物
価

動
向

等
の

社
会

経
済

情
勢

等
及

び
教

育
研

究
上

の
必

要
性

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
必
要
に
応
じ
運
用

す
る
た
め

の
係
数
。

 

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

係
数

値
を
決
定
す
る
。

 

注
）

中
期

計
画

に
お

け
る

運
営

費
交

付
金

は
上

記
算

定
方

法
に

基
づ

き
、

一
定

の
仮

定
の

下
に

試
算

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
各

事
業

年
度

の
運

営
費

交
付

金
に

つ
い

て
は

、
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
決

定
さ

れ

る
。

 

な
お
、
運
営
費
交

付
金
で

措
置

さ
れ
る
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実

現
加

速
化
経
費
」
及
び
「
特
殊
要
因

経
費
」

に
つ

い
て

は
、

令
和

５
年

度
以

降
は

令
和

４
年

度
と

同
額

と
し

て
試

算
し

て
い

る
が

、
教

育
研

究
の

進

展
等

に
よ

り
所

要
額

の
変

動
が

予
想

さ
れ

る
た

め
、

具
体

的
な

額
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

年
度

の
予

算

編
成
過
程
に
お
い
て

決
定
さ
れ

る
。

 

注
）

施
設

整
備

費
補

助
金

、
船

舶
建

造
費

補
助

金
、

大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
施

設
費

交
付

金
及

び
長
期
借
入
金
収
入

は
、
「
施

設
・
設
備
に
関
す
る

計
画
」
に

記
載
し
た
額
を
計
上

し
て
い
る

。
 

注
）

自
己

収
入

並
び

に
産

学
連

携
等

研
究

収
入

及
び

寄
附

金
収

入
等

に
つ

い
て

は
、

令
和

４
年

度
の

受
入

見
込
額
に
よ
り
試
算

し
た
収
入

予
定
額
を
計
上
し
て

い
る
。

 

注
）

業
務

費
、

施
設

整
備

費
及

び
船

舶
建

造
費

に
つ

い
て

は
、

中
期

目
標

期
間

中
の

事
業

計
画

に
基

づ
き

試
算
し
た
支
出
予
定

額
を
計
上

し
て
い
る
。

 

注
）

産
学

連
携

等
研

究
経

費
及

び
寄

附
金

事
業

費
等

は
、

産
学

連
携

等
研

究
収

入
及

び
寄

附
金

収
入

等
に

よ
り
行
わ
れ
る
事
業

経
費
を
計

上
し
て
い
る
。

 

注
）

長
期

借
入

金
償

還
金

に
つ

い
て

は
、

変
動

要
素

が
大

き
い

た
め

、
令

和
４

年
度

の
償

還
見

込
額

に
よ

り
試
算
し
た
支
出
予

定
額
を
計

上
し
て
い
る
。

 

注
）

上
記

算
定

方
法

に
基

づ
く

試
算

に
お

い
て

は
、

「
教

育
研

究
政

策
係

数
」

は
１

と
し

、
「

教
育

研
究

組
織

調
整

額
」

、
「

一
般

診
療

経
費

調
整

額
」

及
び

「
病

院
収

入
調

整
額

」
に

つ
い

て
は

、
０

と
し

て

試
算

し
て

い
る

。
ま

た
、

「
政

策
課

題
等

対
応

補
正

額
」

に
つ

い
て

は
、

令
和

５
年

度
以

降
は

令
和

４

年
度

予
算

積
算

上
の

金
額

か
ら

「
成

果
を

中
心

と
す

る
実

績
状

況
に

基
づ

く
配

分
」

及
び

「
法

科
大

学

院
公
的
支
援
見
直
し

分
」
を
０

と
し
て
加
減
算
し
て

試
算
し
て

い
る
。

 

２
．
収
支
計
画

 

令
和
４
年
度
～
令
和

９
年
度

 
収
支
計
画

 

（
単
位
：
百
万
円
）

 

区
分

 
金
額

 

費
用
の
部

 

経
常
費
用

 

業
務
費

 

8
4
0
,
5
0
0
 

8
4
0
,
5
0
0
 

7
6
9
,
3
4
0
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教
育
研
究
経
費

 

診
療
経
費

 

受
託
研
究
費
等

 

役
員
人
件
費

 

教
員
人
件
費

 

職
員
人
件
費

 

一
般
管
理
費

 

財
務
費
用

 

雑
損

 

減
価
償
却
費

 

臨
時
損
失

 

 

収
入
の
部

 

経
常
収
益

 

運
営
費
交
付
金
収
益

 

授
業
料
収
益

 

入
学
金
収
益

 

検
定
料
収
益

 

附
属
病
院
収
益

 

受
託
研
究
等
収
益

 

寄
附
金
収
益

 

財
務
収
益

 

雑
益

 

資
産
見
返
負
債
戻
入

 

臨
時
利
益

 

 

純
利
益

 

総
利
益

 

 

8
9
,
0
7
9
 

1
6
1
,
3
5
0
 

1
2
8
,
9
2
9
 

1
,
1
1
9
 

2
1
4
,
5
5
6
 

1
7
4
,
3
0
7
 

2
2
,
5
2
6
 

1
,
6
2
6
 

0
 

4
7
,
0
0
8
 

0
  

8
6
5
,
0
7
5
 

8
6
5
,
0
7
5
 

2
4
1
,
0
7
4
 

6
8
,
3
9
1
 

1
0
,
5
3
0
 

2
,
0
7
4
 

3
5
3
,
8
7
6
 

1
2
8
,
9
2
9
 

2
7
,
4
5
3
 

2
8
 

1
2
,
2
0
0
 

2
0
,
5
2
0
 

0
  

2
4
,
5
7
5
 

2
4
,
5
7
5
 

 

 

注
）
受
託
研
究
費
等

は
、
受
託

事
業
費
、
共
同
研
究

費
及
び
共

同
事
業
費
を
含
む
。

 

注
）
受
託
研
究
等
収

益
は
、
受

託
事
業
収
益
、
共
同

研
究
収
益

及
び
共
同
事
業
収
益

を
含
む
。

 

注
）

純
利

益
及

び
総

利
益

に
は

、
附

属
病

院
に

お
け

る
借

入
金

返
済

額
（

建
物

、
診

療
機

器
等

の
整

備
の

た
め

の
借

入
金

）
が

、
対

応
す

る
固

定
資

産
の

減
価

償
却

費
よ

り
も

大
き

い
た

め
発

生
す

る
会

計
上

の

観
念
的
な
利
益
を
計

上
し
て
い

る
。
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法
人
番
号
：

9
1
 

- 
3

9
 -

 

 

 ３
．
資
金
計
画

 

 

令
和
４
年
度
～
令
和

９
年
度

 
資
金
計
画

 

（
単
位
：
百
万
円
）

 

区
分

 
金
額

 

 資
金
支
出

 

業
務
活
動
に
よ
る
支

出
 

投
資
活
動
に
よ
る
支

出
 

財
務
活
動
に
よ
る
支

出
 

次
期
中
期
目
標
期
間

へ
の
繰
越

金
 

 

資
金
収
入

 

業
務
活
動
に
よ
る
収

入
 

 
運
営
費
交
付
金
に

よ
る
収
入

 

授
業
料
及
び
入
学
料

検
定
料
に

よ
る
収
入

 

附
属
病
院
収
入

 

受
託
研
究
等
収
入

 

寄
附
金
収
入

 

そ
の
他
の
収
入

 

投
資
活
動
に
よ
る
収

入
 

施
設
費
に
よ
る
収
入

 

そ
の
他
に
よ
る
収
入

 

財
務
活
動
に
よ
る
収

入
 

前
中
期
目
標
期
間
よ

り
の
繰
越

金
 

 

 

8
8
3
,
2
1
9
 

7
9
1
,
8
6
6
 

3
2
,
2
6
5
 

3
2
,
1
9
1
 

2
6
,
8
9
7
  

8
8
3
,
2
1
9
 

8
5
1
,
3
0
1
 

2
4
2
,
3
8
7
 

8
4
,
9
3
4
 

3
5
3
,
8
7
6
 

1
2
8
,
9
2
9
 

2
8
,
9
4
7
 

1
2
,
2
2
8
 

3
,
7
8
4
 

3
,
7
8
4
 

0
 

1
,
2
3
7
 

2
6
,
8
9
7
 

 
 

注
）

施
設

費
に

よ
る

収
入

に
は

、
独

立
行

政
法

人
大

学
改

革
支

援
・

学
位

授
与

機
構

に
お

け
る

施
設

費
交

付
事
業
に
係
る
交
付

金
を
含
む

。
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2 主な関係法令ホームページアドレス 

国立大学法人法 

https://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail?lawId=415AC0000000112 

 

国立大学法人法施行令 

https://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail?lawId=415CO0000000478 

 

国立大学法人法施行規則 

https://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail?lawId=415M60000080057 

 

独立行政法人通則法 

https://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail?lawId=411AC0000000103 
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